


従業員
承継

第三者
承継M＆A支援の経

験が豊富な専門
家が、

従業員承継・第
三者承継（M＆

A）に関する

アドバイスを無
料で行っていま

す。

アドバイザーには経験豊富な専門スタッフを揃えています！

◆ 従業員承継・第三者承継（M＆A）を検討しているが、
　 譲渡できる可能性はあるのか

◆ 第三者承継（M＆A）を行う際、自社の評価額はどのような考え方になるのか

◆ 第三者承継（M＆A）に取り組む際には、どのような点が課題になりそうか

◆ 当事者同士で会社（事業）の売買の話を進めているが、
　 進め方や手続きについてアドバイスが欲しい

◆ 他の企業を買収したいが、どのように取り組めばよいか

東京都事業引継ぎ 検 索　http://www.jigyo-hikitsugi.jp/

東京都事業引継ぎ支援センター　千代田区丸の内 3－2－2丸の内二重橋ビル６Ｆ

東京都事業引継ぎ支援センターは、「産業競争力強化法」に基づき、東京商工会議所が経済産業省関東経済産業局から委託を受けて実施している事業です。

パソコン・スマートフォンからのご連絡

 03-3283-7556

ご相談は、以下のいずれかの方法でお申込み頂けます（事前予約制）

（裏面の相談申込書を利用）
ＦＡＸでのお申込み

http://www.jigyo-hikitsugi.jp/contact/

例えば

事業承継で
お悩みの方へ

無 料
（秘密厳守）

スマートフォンで
簡単アクセス

公平中立な立場からの客観的なアドバイス（セカンドオピニオン）

お電話でのご連絡　  03-3283-7555　平日ＡＭ9：00 ～ ＰＭ5：00

ホームページのお問い合わせフォーム

詳しくはホームページでご覧いただけます。

後継者不在
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 2020 DecemberTopics

　(公社)全国ビルメンテナンス協会と（一社）日本能率協会

が合同で開催する「ビルメンヒューマンフェア＆クリーン

EXPO2020」が令和２年11月11日～13日の３日間、東京

ビッグサイトで開催された。

　今回はコロナ感染症対策としてアルコール消毒、体温検

査を入口で徹底した上での開催となった。

　開催冒頭のテープカットなどのイベントは感染症対策の

ため今回は実施されなかったが、多数の来場者が入場し、

各出展ブースの商品を興味深く見学していた。会場は通路

を幅広くし、ラウンジ（休憩所）を多数設置するなど、密

にならない環境となっていた。

　今回は「コロナ禍における」をテーマにした各種セミナ

ーが多数開催され、ソーシャルディスタンスを設けた座席

配置で、いずれもほぼ満席であった。

　来年１月に開催を予定していた「新年賀詞交歓会」につきましては、新型コロナウイル

ス感染の収束が現時点で見通せず、安全に開催することは難しいと判断し、中止すること

といたしました。何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。

ビルメンヒューマンフェア＆
クリーンEXPO2020開催！

「令和３年 新年賀詞交歓会」
中止のお知らせ

入場前に消毒と検温を徹底

セミナーではソーシャルディスタンスを確保した座席配置

多数の来場者が訪れた



2020.12  Network Tokyo 4安全はひとりひとりの注意から

CLIP BOARD

東京ビルメンテナンス協会特製
2021年カレンダーを製作！

東京ビルメンテナンス協会講習会における
新型コロナ対策

　毎年作成している2021年版のカレンダーを製作いたします。

　デザインは、公益社団法人全国ビルメンテナンス協会主催の「第

14回ビルメンテナンスこども絵画コンクール」の東京地区作品から

優秀作品となった12点を使用しています。

　カレンダーは会員会社のほかに応募者、都内公立小学校、幼稚園

等に12月中旬頃に送付いたします。

　なお、本カレンダーは製作スケジュールの都合上、「平成三十二

年東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会特別措

置法等の一部を改正する法律案」の国会承認前に製本することとな

った関係で、本法案に係る一部の祝日については移動前の表記とし

ておりますことをご留意ください。

　各講習会では以下のような新型コロナウイルス感染症対策を実施しております。

● 講習会定員の制限
　東京都が定める感染拡大防止ガイドラインに則った定員制限を遵守し、感染防止徹底宣言
ステッカーを取得しております。

● コロナチェックシートの提出
　講習会の講師及び受講者には必ず体調に異常がないかを確認するため、事前にチェックシート
の提出をお願いしております。

● 当日検温の実施
　会館入口に検温器を設置し、講師及び受講者一人一人に対して検温を徹底しております。

● 受講者、講師のマスク等着用
　受講者だけでなく、講師陣もマスクやフェイスシールド等の着用を徹底しております。

● 会場の換気や研修資機材の消毒
　研修会場は常に換気を行い、研修で使用する資機材については使用後の消毒を
都度行っております。

　その他出来る限りの感染防止対策に努めておりますので、講習会受講の際には
何卒ご理解とご協力をお願い致します。
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2020年12 月号  Vol. 576

About Us
公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会

設立
　昭和37年（1962年）5月15日

公益社団法人移行
　平成23年（2011年）2月1日

会員数
　正会員511社╱賛助会員67社
 （令和2年11月30日現在）

Cover Story テーマ：東京2020オリンピック・パラリンピック競技会場

幕張メッセ

　1989年にオープンした、日本初の本格的コンベン
ション施設。日本最大級の国際展示場、国際会議場、
イベントホールがある。東京2020オリンピック・パラリ
ンピックではレスリング、テコンドー、フェンシング、ゴー
ルボール、シッティングバレーボール等が開催予定。

Topics

Clip Board

令和2年度
労働安全衛生大会 開催 6

特　集

令和3年度 
予算編成方針を承認 ！

東京ビルメンテナンス協会講習会における新型コロナ対策
東京ビルメンテナンス協会特製 2021年カレンダーを製作！ 4

Special
第108回理事会で「令和３年度予算編成方針」が承認

読者投稿 『富士の恵みで感染症対策』
「新入会員紹介」
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■連載　ちょっと一服 ＃289	 25
■不定期連載　明日のための健康習慣 Vol.01	 28
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　　　　社会の主な出来事	 30
■連載　なんでも相談コーナー	 31

　12月・1月の講習会カレンダー	 32
■連載　おすすめ製品コーナー	 34
　協会からのご案内済み一覧／編集後記	 35
　告知板	 36

3

ビルメンヒューマンフェア＆クリーンEXPO2020開催！
「令和３年 新年賀詞交歓会」中止のお知らせ

理事会報告

16
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今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
開
催
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
っ
か
り

と
安
全
を
担
保
し
た
う
え
で
進
行
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
日
は
ご
多
用
の
中
、
東
京
労
働
局
労

働
基
準
部
安
全
課
長
・
山
崎
琢
也
様
、
そ

し
て
、
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
理
事
長
・

八
牧
暢
行
様
に
ご
臨
席
を
賜
っ
て
お
り
ま

す
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
社
会
全
体
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
て
お
り
、

今
だ
収
束
の
目
途
が
立
っ
て
い
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

私
ど
も
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
は
公
衆
衛

生
の
一
躍
を
担
っ
て
い
る
重
要
な
業
種
で
あ

り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
に
私
た
ち
の
果
た
す
役
割
は
大
変
重

日　時：
令和2年10月9日（金）14時～

会　場：
ビルメンテナンス会館2階（3階映像配信）

参加者：
58社、71名

10月9日（金）14時に、令和2年度労働安全衛生大会が開かれた。コロナ禍の中での開催にもかか
わらず、本大会も例年同様、東京労働局と中央労働災害防止協会の後援を受け、各代表者が臨席。
講演会では、東京労働局労働基準部安全課安全専門官の武知正文氏による「高年齢労働者の安全
と健康確保のためのガイドライン」と題した講演があった。厳しい状況下での開催となったが、だか
らこそ、参加者も新たな未来へと向け、より強く安全への決意を誓った。

１　

開
会
あ
い
さ
つ　
佐
々
木
会
長
（
要
約
）

要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
安
全
衛
生
管
理
の

取
組
に
加
え
て
、
感
染
防
止
対
策
も
積
極

的
に
取
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
に
お
け

る
労
働
災
害
の
傾
向
と
し
て
、
60
歳
以
上
の

従
事
者
の
被
災
が
全
体
の
約
42
％
に
達
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
最
も
多
い
の
が
転
倒
災
害

で
、
発
生
す
る
労
働
災
害
の
約
40
％
を
占
め

て
お
り
ま
す
。
従
業
員
の
高
齢
化
に
伴
っ
て

被
災
者
の
高
齢
化
も
顕
著
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
転
倒
災
害
や
死
亡
災
害
と
な
る
墜
落
・

転
落
災
害
の
防
止
に
特
別
な
対
策
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
で
は
、
各
社
・
各
職
場
に
お
け
る

安
全
衛
生
意
識
の
向
上
と
安
全
衛
生
対
策

の
推
進
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
本
日
の
労
働
安
全
衛
生
大
会

は
、
業
界
に
労
働
災
害
の
撲
滅
を
宣
言
す

る
場
で
あ
り
、
協
会
の
重
要
行
事
の
一つ
と

し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
東
京
労

働
局
様
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
、
ま
た
、
中
央

労
働
災
害
防
止
協
会
様
の
ご
助
言
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
働
く
方
々
に
と
っ
て
安
全
で
衛

生
的
な
職
場
、
笑
顔
で
帰
宅
で
き
る
職
場
づ

令和2年度

労働安全衛生大会
令和2年度

労働安全衛生大会
2020
Occupational Safety and Health convention



2020.12  Network Tokyo7 焦る己れに、キケンが迫る　時間のゆとり、心掛け

特　集 令和 2 年度 労働安全衛生大会

※
次
か
ら
の
各
表
彰
に
つ
い
て
、当
日
会
場
に
お
見
え
に
な
ら
な
か
っ
た
受
賞
者
の
方
の
写
真
は

掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

金
賞
に
輝
い
た
株
式
会
社
オ
リ
バ
ー
・

鈴
木
晃
様
を
は
じ
め
全
10
作
品
が
入

賞
し
た
。
受
賞
者
に
は
表
彰
状
と
副
賞
が

授
与
さ
れ
た
。
応
募
総
数
は
３
４
４
作
品
で

あ
っ
た
。

★
金
賞
（
１
作
品
）

大
き
な
事
故
の
小
さ
な
予
兆

皆
で
摘
み
取
り
即
改
善

声
掛
け
合
っ
て
危
険
回
避

㈱
オ
リ
バ
ー
　
鈴
木 

晃 

様

く
り
を
目
指
し
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界

が
一
丸
と
な
っ
て
労
働
安
全
衛
生
の
取
組
を

強
化
し
て
い
く
決
意
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
銀
賞（
2
作
品
）

言
っ
た
は
ず
・
伝
え
た
は
ず
が
ミ
ス
の
も
と

防
ぐ
基
本
は『
報 

連 

相
』

東
京
ガ
ス
フ
ァ
シ
リ
ティ
サ
ー
ビ
ス
㈱

川
畑 

政
信 

様

私
の
ヒ
ヤ
リ
と
仲
間
の
ヒ
ヤ
リ

意
見
を
出
し
合
い
　

0
災
害

㈱
ハ
リ
マ
ビ
ス
テ
ム
　
渡
辺 

徹
二 

様

２　

労
働
安
全
衛
生
標
語　
表
彰

金賞　鈴木　晃様銀賞　川畑　政信様銀賞　渡辺　徹二様
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労
働
災
害
の
発
生
が
10
年
間
・
7
年

間
・
5
年
間
・
3
年
間
ゼ
ロ
の
無
災

害
の
企
業
・
全
10
社
が
表
彰
さ
れ
、
記
念
の

盾
が
授
与
さ
れ
た
。

◎
10
年
間
無
災
害
企
業
（
2
社
）

（
平
成
22
年
4
月
1
日
～
令
和
2
年
3
月
31
日
）

㈱
ダ
イ
ヤ
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

日
高
産
業
㈱

◎
7
年
間
無
災
害
企
業
（
2
社
）

（
平
成
25
年
4
月
1
日
～
令
和
2
年
3
月
31
日
）

朝
日
ビ
ル
管
財
㈱

㈱
五
洲
管
財

◎
5
年
間
無
災
害
企
業
（
3
社
）

（
平
成
27
年
4
月
1
日
～
令
和
2
年
3
月
31
日
）

興
洋
ビ
ル
メ
ン
テ
㈱

㈱
坂
本
商
会

㈱
東
京
管
理

◎
3
年
間
無
災
害
企
業
（
3
社
）

（
平
成
29
年
4
月
1
日
～
令
和
2
年
3
月
31
日
）

技
建
開
発
㈱

サ
ン
ブ
リ
ヂ
ビ
ル
テ
ク
ノ
㈱

東
京
コ
ニ
ッ
ク
ス
㈱

★
銅
賞
（
3
作
品
）

早
く
や
る
よ
り
正
確
に
！
　
焦
っ
て
や
る
よ
り
確
実
に
！

ゆ
と
り
を
持
っ
て
安
全
作
業

㈱
ジ
ャ
レ
ッ
ク
　
木
村 

浩 

様

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
　
保
ち
な
が
ら
も
視
線
は
密
に

見
落
と
し
防
い
で
　
今
日
も
安
全

綜
通
ア
メ
ニ
ティ
サ
ー
ビ
ス
㈱

　
東 
郁
子 

様

危
険
は
無
い
か
　
そ
の
作
業
　
見
逃
し
無
い
か

そ
の
手
順
　
安
全
対
策
に
妥
協
な
し

大
星
ビ
ル
管
理
㈱
　
滋
賀 

信
廣 

様

★
佳
作
（
4
作
品
）

危
な
い
と
　
気
付
い
た
人
が
責
任
者

止
め
る
勇
気
に
　
事
故
は
な
し
！

㈱
関
東
コ
ー
ワ
　
土
賀 

喜
美
子 

様

　一
呼
吸
　
大
事
な
時
こ
そ
　
急
が
ば
回
れ

心
の
ゆ
と
り
で
　
ゼ
ロ
災
職
場

㈱
ケ
ン
ト
ク
東
京
本
部
　
新
垣 

雪 

様

　小
さ
な
ヒ
ヤ
リ
は
危
険
の
合
図

今
す
ぐ
改
善
　
無
事
故
職
場

興
和
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱
　
福
原 

譲
治 

様

　見
慣
れ
て
る
　
視
線
の
先
に
事
故
潜
む

緊
張
忘
れ
ず
安
全
作
業

日
本
ク
リ
ー
ン
㈱
　
小
野 

新 

様

銅賞　東　郁子様銅賞　滋賀　信廣様 銅賞　木村　浩様

佳作　福原　譲治様 佳作　新垣　雪様佳作　小野　新様

技建開発㈱ 様サンブリヂビルテクノ㈱ 様

３　

労
働
災
害
・
無
災
害
企
業　
表
彰

参加者は全員マスクを着用

3年間無災害企業



2020.12  Network Tokyo9 安全を急に育てる術は無し　コツコツ育てる安全意識

特　集 令和 2 年度 労働安全衛生大会

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則（
1：
29
：
３
０
０
）

で
は
、
重
篤
災
害
あ
る
い
は
死
亡
災

害
が
一
件
発
生
す
る
と
、
そ
の
被
災
者
は
そ

れ
以
前
に
29
件
の
軽
い
傷
害
を
発
生
し
、
さ

ら
に
は
、
傷
害
の
な
い
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
を

３
０
０
件
も
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
。
し
た

が
っ
て
、
労
働
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

こ
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
の
段
階
で
対
策
し
て
い

く
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。
会

員
企
業
か
ら
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
の
体
験
と
そ

の
改
善
対
策
に
関
す
る
活
動
報
告
を
募
集

し
、
優
秀
な
13
事
例
が
表
彰
さ
れ
た
。

◎
㈱
小
田
急
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス�

関 

義
朗 

様

◎
㈱
ケ
ン
ト
ク
東
京
本
部�

矢
吹 

由
美 

様

◎
㈱
サ
ン
シ
ン�

石
井 

朋
成 

様

◎
㈱
サ
ン
シ
ン�

武
藤 

雅
史 

様

◎
㈱
ジ
ャ
レ
ッ
ク�

岡
島 

正
幸 

様

◎
綜
通
ア
メ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
㈱�

岩
間 

裕
昭 

様

◎
東
京
海
上
日
動
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
㈱

�

遠
藤 

淳
一 

様

◎
㈱
西
・
サ
ー
ビ
ス�

大
河
内 

孝
将 

様

◎
㈱
ビ
ケ
ン
テ
ク
ノ�

嶋
田 

隆
幸 

様

◎
㈱
ビ
ケ
ン
テ
ク
ノ�

永
井 

均 

様

◎
平
成
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
㈱�

長
谷
川 

淳 

様

石井　朋成様

大河内　孝将様（代理）

熊倉　雅昭様

関　義朗様

遠藤　淳一様

長谷川　淳様

岩間　裕昭様

永井　均様（代理）

岡島　正幸様（代理）

嶋田　隆幸様

◎
三
井
物
産
フ
ォ
ー
サ
イ
ト
㈱

�

小
杉 

将
平 

様
・
熊
倉 

雅
昭 

様

◎
三
井
物
産
フ
ォ
ー
サ
イ
ト
㈱�

木
村 

俊
仁 

様

ソーシャルディスタンスを確保した席配置

４　

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
活
動
報
告
表
彰
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■
東
京
労
働
局
労
働
基
準
部
安
全
課
長

山
崎 

琢
也　
様

本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
出
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
感
染
者
の
う

ち
8
割
の
方
は
他
の
人
に
感
染
さ
せ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
ク
ラ
ス
タ
ー
を
制
御
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
事
業

者
や
労
働
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
の
特
性
も
踏
ま
え
つ
つ
適
切
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
際
に
は
高
齢
者
や
妊
娠
中
の

女
性
労
働
者
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
な

ど
に
対
し
て
十
分
な
配
慮
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
取
組
に
当

た
っ
て
は
、
職
場
で
の
講
じ
る
べ
き
対
策
に

つ
い
て
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
厚
生
労
働
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
活
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
東
京
都
内
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
に
お
け
る
休
業
4
日
以
上
の
労
働
災
害
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
元
年
に
は
11
％
増
加

し
て
６
７
６
名
に
上
り
、
う
ち
8
名
の
方
が

亡
く
な
る
と
い
う
、
大
変
憂
慮
す
べ
き
事
態

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
死
亡
災
害
の
中
身
を

見
ま
す
と
、
ロ
ー
プ
高
所
作
業
に
関
す
る
も

の
が
3
人
、
建
設
物
の
清
掃
作
業
に
関
す
る

も
の
が
4
人
で
、
い
ず
れ
も
墜
落
・
転
落
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

東
京
労
働
局
で
は
、
令
和
元
年
7
月
に

貴
協
会
に
対
し
て
死
亡
災
害
の
撲
滅
に
つ
い

て
要
請
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
先
日
ご

報
告
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
時

点
で
令
和
2
年
の
死
亡
災
害
に
つ
い
て
は
、

交
通
災
害
が
1
件
あ
る
の
み
で
、
取
組
の
効

果
が
見
え
て
き
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
都
内
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
に
お
け
る
労
働
災
害
の
特
徴
と
し
て
は
、

60
歳
以
上
の
被
災
者
が
約
6
割
を
占
め
て
い

る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
の
就
業

年
齢
に
よ
る
と
こ
ろ
が
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
他
の
産
業
と
比
較
し

て
も
高
年
齢
労
働
者
の
災
害
が
多
く
な
っ
て

い
る
の
が
現
実
で
す
。

　

国
内
の
労
働
災
害
に
着
目
し
ま
す
と
、
休

業
4
日
以
上
の
死
傷
者
数
の
う
ち
60
歳
以
上

の
労
働
者
が
占
め
る
割
合
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
２
０
１
８
年
に
は
休
業
4
日
以
上

の
死
傷
者
数
の
3
割
弱
が
60
歳
以
上
で
、
50

歳
以
上
も
含
め
る
と
半
数
を
超
え
て
い
る
よ

う
な
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
労
働
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、そ
の
特
性
に
応
じ
た
配
慮
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
令
和
元
年
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
骨
太
の
方
針
に

お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
増
加
し
て
い
る
高

齢
者
の
労
働
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の
取
組

を
推
進
す
る
と
い
う
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
る

な
ど
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環

境
づ
く
り
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
な
社

会
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

各
事
業
場
に
お
き
ま
し
て
も
、
働
く
高

齢
者
の
特
性
に
配
慮
し
た
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド

リ
ー
な
職
場
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。

■
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
理
事
長

八
牧 

暢
行　
様

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
に
従
事
さ
れ
る
皆

様
は
、
平
時
に
お
い
て
も
、
転
倒
、

墜
落
、
熱
中
症
等
の
災
害
リ
ス
ク
が
高
い
こ

と
に
加
え
、
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
い
う
大
き
な
脅
威
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま

す
。
本
日
の
大
会
は
そ
の
渦
中
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
安
全
衛
生
活
動
の
向

上
や
、
災
害
防
止
に
向
け
た
情
熱
を
強
く

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

世
の
中
は
今
、
大
き
な
変
化
・
変
革
に

満
ち
て
お
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
・
Ａ
Ｉ
等
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
働
き
方
改
革
・
価
値
観

の
多
様
化
、
人
手
不
足
と
少
子
高
齢
化
社

会
の
到
来
な
ど
で
ご
ざ
い
ま
す
。
加
え
ま
し

て
、
気
候
変
動
に
起
因
す
る
防
災
や
熱
中

症
対
策
、そ
し
て
今
般
の
よ
う
な
パ
ン
デ
ミ
ッ

５　

来
賓
あ
い
さ
つ
（
要
約
）
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図1

図 2 加
え
た
上
位
３
つ
の
事
故
で
、
全
体
の
75
％

を
占
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
3
は
２
０
１
９
年
に
発
生
し
た
、
東
京

都
内
に
お
け
る
休
業
4
日
以
上
の
災
害
を
年

齢
ご
と
に
表
記
し
た
グ
ラ
フ
で
す
。
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
業
は
若
年
層
で
は
少
な
い
も
の

の
、
60
歳
以
上
に
な
る
と
、
い
き
な
り
増
加

し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
の
従
事
者
に
高
齢
者
が
多
い
と
い
う
側

面
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
に
し

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。2
割
超
の
増
加
で
、

い
わ
ゆ
る
危
険
業
種
と
さ
れ
て
い
る
製
造
業

と
並
ん
で
く
る
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
に
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
で

発
生
し
た
被
災
状
況
を
事
故
の
型
別
に
分

析
す
る
と
、
も
っ
と
も
多
い
の
は
転
倒
災
害

で
、
続
い
て
、
墜
落
・
転
落
災
害
に
な
り
ま

す
。さ
ら
に
は
、動
作
の
反
動
・
無
理
な
動
作
、

い
わ
ゆ
る
、
ぎ
っ
く
り
腰
と
い
っ
た
症
状
を

■
講
師

　
東
京
労
働
局
労
働
基
準
部
安
全
課
安
全
専
門
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
武
知 

正
文　
様

労
働
災
害
の
現
状

　
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
と
は
、
高
齢
者
に

配
慮
し
な
が
ら
、
安
全
で
健
康
な
職
場
環
境

を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
結

果
と
し
て
そ
れ
が
、
若
い
人
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
す
べ
て
の
労
働
者
が
健
康
で
安
全
に
働

き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

図
1
は
、
都
内
に
お
け
る
休
業
4
日
以

上
の
労
働
災
害
に
よ
る
死
傷
者
数
の
推
移
で

す
。
都
内
で
休
業
4
日
以
上
の
災
害
と
い
う

の
は
1
万
件
前
後
で
推
移
し
て
い
る
な
か
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
は
、
こ
こ
3
年
ほ
ど

ク
対
策
か
ら
の
新
た
な
危
機
管
理
、
行
動
変

容
と
い
っ
た
も
の
に
も
対
処
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
は
感
染
防
止
を
一
義
と
し

た
行
動
変
容
を
促
し
ま
し
た
。
事
業
の
仕
組

み
や
人
間
関
係
、
社
会
価
値
、
常
識
、
文

化
を
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
変
貌
さ
せ
て
お
り

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
、
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
昨
今
の
ビ
ル
の
省
エ
ネ
対
策
、

防
災
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、
さ
ら
に
は
障
害
者
雇
用
事
業
に

も
注
力
さ
れ
、
社
会
貢
献
度
を
一
段
と
高
め

て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。

　

私
ど
も
中
災
防
は
、
労
働
安
全
衛
生
の

専
門
団
体
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
労
働
災
害

の
防
止
に
努
め
て
き
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

皆
様
の
安
全
対
策
や
健
康
づ
く
り
に
積
極
的

に
手
を
差
し
伸
べ
、
大
い
に
お
役
に
立
ち
た

い
と
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

結
び
に
、
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

様
と
加
盟
各
社
様
の
益
々
の
ご
隆
盛
と
、
労

働
安
全
衛
生
活
動
の
拡
充
、
そ
し
て
こ
こ
に

ご
参
集
の
皆
様
方
の
ご
活
躍
・
ご
健
勝
、
さ

ら
に
は
コ
ロ
ナ
禍
の
一
日
も
早
い
収
束
を
心
か

ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

6　

講
演
「
高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確
保
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
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図3

図 5

図 4

て
も
高
年
齢
労
働

者
に
対
す
る
労
働

災
害
を
ど
の
よ
う

に
減
ら
し
て
く
の

か
は
今
後
ま
す
ま

す
大
事
な
テ
ー
マ

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

東
京
の
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
業
に

お
け
る
２
０
１
９

年
の
死
亡
災
害
を

列
挙
し
て
み
ま
し

た
。
や
は
り
、
経

験
年
数
が
少
な
い

人
、
さ
ら
に
は
、

高
齢
の
方
が
多
い

こ
と
が
わ
か
る
と

思
い
ま
す
。

　
「
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
」
と
い
う
言
葉
を
聞
か
れ
た
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
か
み
砕
い
て
説
明
す
る

と
、
危
険
な
場
所
を
見
つ
け
て
い
た
だ
い
て
、

そ
こ
で
の
作
業
に
ど
の
程
度
の
リ
ス
ク
が
あ

る
か
を
把
握
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

作
業
員
の
方
が
行
く
で
あ
ろ
う
場
所
に
つ

い
て
、
問
題
が
な
い
の
か
ど
う
か
を
確
認
し
、

も
し
そ
こ
が
危
険
で
あ
れ
ば
、
何
ら
か
の
対

策
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
労
働
災

害
で
も
っ
と
も
多
い
墜
落
・
転
落
災
害
を
防

ぐ
こ
と
を
最
優
先
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。
何

よ
り
も
人
が
亡
く
な
る
と
い
う
事
故
を
防
が

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
い
う

と
、
墜
落
・
転
落
す
る
可
能
性
が
あ
る
場

所
が
存
在
す
る
の
か
ど
う
か
を
洗
い
出
し
て

い
た
だ
い
て
、
何
ら
か
の
対
策
を
取
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
墜
落
・
転
落
災
害
に
次
い
で

頻
度
の
高
い
転
倒
災
害
に
対
す
る
対
応
も

取
っ
て
く
だ
さ
い
。
大
き
な
労
働
災
害
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
転
倒
災
害
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
小
さ
な
凹
凸
や
段
差
を
解
消
し
た
り
、

水
、
油
な
ど
の
床
面
の
汚
れ
な
ど
を
取
り
除

い
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

働
く
高
齢
者
の
安
全
と
健
康
に
つ
い
て

　

少
子
高
齢
化
は
、
労
働
人
口
の
減
少
と
イ

コ
ー
ル
で
す
。
２
０
６
５
年
に
は
労
働
者
の

40
％
近
く
を
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め
る

と
さ
え
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
将
来
を
悲

観
す
る
の
で
は
な
く
、
ど
う
対
応
し
て
い
く

か
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
が
多
く
働
い
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
に
お
い
て
は
、
他
の

産
業
に
比
べ
る
と
、
よ
り
早
く
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

図
6
は
働
く
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
と

い
う
総
務
省
の
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
。
例
え
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図6

図 7

で
も
同
じ
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
家
で
少
し

転
ん
だ
だ
け
で
骨
折
し
た
り
、
そ
れ
に
伴
っ

て
の
入
院
が
長
期
間
に
わ
た
っ
た
り
な
ど
、

実
際
に
経
験
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
年
齢

が
高
く
な
る
ほ
ど
に
、
些
細
な
こ
と
が
原
因

の
ケ
ガ
で
も
、
長
い
期
間
で
の
休
業
・
休
養

に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
理
解
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　

事
業
者
に
求
め
ら
れ
る
事
項
に
つ
い
て
ご

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
端
的
に
言
う

と
、
高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康
の
確

保
に
つ
い
て
、
経
営
ト
ッ
プ
が
方
針
を
表
明

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
現
場
に
お
け

る
環
境
改
善
と
は
い
え
、
ト
ッ
プ
の
方
針
が

何
よ
り
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
ト
ッ
プ
の
方
が
す
べ
て
の
こ
と
に
つ
い
て

か
か
わ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
明
確
な
方

針
を
決
め
た
ら
、
そ
れ
を
も
と
に
実
際
に
行

動
す
る
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
ま
す
。
も
し
、
人
数
が
少
な
く
チ
ー

ム
を
組
め
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
労
働
災
害

を
発
生
さ
せ
な
い
と
い
う
目
標
を
共
有
し
、

従
事
者
同
士
で
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
、
歳
を
重
ね
る
ご
と
に
、
昔
の
仲
間
の
方

と
会
っ
た
と
き
に
実
感
す
る
こ
と
で
す
。
心

身
機
能
の
維
持
の
た
め
に
も
、
定
期
的
に
運

動
し
た
り
食
事
に
気
を
配
っ
た
り
す
る
こ
と

は
、
労
働
者
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。

　

働
く
高
齢
者
の
労
働
災
害
や
業
務
上
の

疾
病
は
、
若
い
人
に
比
べ
て
ど
う
し
て
も
増

え
て
し
ま
い
ま
す
。
25
～
29
歳
と
比
較
し
た

と
き
に
、
最
大
で
男
性
の
場
合
は
2
・
3
倍
、

女
性
の
場
合
は
4
・
9

倍
と
い
う
差
が
生
ま
れ

て
き
ま
す
。
そ
う
し
た

現
実
を
理
解
し
な
が

ら
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
取
る
の
か
、
配
慮
す

る
の
か
と
い
う
こ
と
を

考
え
て
い
た
だ
く
必
要

が
生
じ
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
然
で
は
あ

り
ま
す
が
、
年
齢
が
高

い
ほ
ど
労
働
災
害
に
よ

る
休
業
見
込
期
間
が
長

く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
は
労
働
の
現
場
だ

け
の
こ
と
で
は
な
く
、

ふ
だ
ん
の
生
活
の
な
か

積
は
作
業
能
力
を
生
み
出
す
の
で
、
そ
れ
ほ

ど
差
は
出
て
こ
ず
、
維
持
で
き
る
と
考
え
ま

す
。

　

②
に
こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。
筋
力
の
低

下
は
、
脚
力
で
は
じ
ま
り
、
体
の
上
方
へ
向

か
い
、
手
の
指
先
へ
と
進
む
。
わ
ず
か
１
cm

の
段
差
で
も
つ
ま
ず
い
て
転
倒
し
て
、
大
き

な
骨
折
を
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
は
、
高
齢
労

働
者
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
⑤
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と

ば
社
会
福
祉
施
設
で
あ
れ
ば
、
年
齢
の
高
い

方
が
さ
ら
に
年
齢
の
高
い
方
を
介
護
し
て
い

る
よ
う
な
状
況
で
す
。
ま
た
、
ス
ー
パ
ー
と

か
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
商
業
施
設
に
お
い
て
も

年
齢
の
高
い
方
が
働
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

次
に
お
話
し
た
い
の
は
、
加
齢
に
伴
う
心

身
機
能
低
下
の
ポ
イ
ン
ト
。
図
7
で
①
か
ら

⑤
ま
で
列
挙
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
④

に
書
い
て
あ
る
よ
う
に
、
経
験
や
技
能
の
蓄
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図8

　

先
ほ
ど
表
彰
で
あ
っ
た
よ
う
な
ヒ
ヤ
リ
・

ハ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
象
徴

的
な
例
で
も
あ
り
ま
す
。
自
分
が
ヒ
ヤ
ッ
と

し
た
こ
と
に
つ
い
て
発
表
し
て
も
ら
う
。
そ

し
て
、
話
し
合
い
を
し
て
も
ら
う
。
そ
う
す

れ
ば
、
何
ら
か
の
対
策
や
知
恵
が
出
て
く
る

は
ず
で
す
。

　

具
体
的
な
取
組
と
し
て
健
康
診
断
は
法

律
で
義
務
づ
け
ら
れ
た
も
の
な
の
で
、
必

ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
、
50
人
以
上
の
事
業

場
で
あ
れ
ば
必
須
で
す
。
ま
た
、
法
律
で
定

め
ら
れ
て
い
る
項
目
以
外
で
も
、
運
動
や
食

事
を
は
じ
め
と
し
た
生
活
習
慣
の
見
直
し
、

あ
る
い
は
、
一
定
の
体
力
づ
く
り
に
努
め
て
い

た
だ
く
な
ど
に
も
、
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

図
8
は
、
職
場
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
施
し
て

当
然
と
も
い
え
る
内
容
で
す
が
、
当
然
過
ぎ

て
気
づ
か
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
照
度
を
確
保
し
た
り
、
通
路
の
滑

る
箇
所
を
取
り
除
い
た
り
は
安
全
を
確
保
す

る
う
え
で
不
可
欠
で
あ
り
、
必
ず
改
善
し
て

く
だ
さ
い
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い

の
が
熱
中
症
対
策
で
す
。
夏
の
野
外
で
作
業

を
行
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
建
設

現
場
な
ど
熱
中
症
で
倒
れ
、
重
篤
な
症
状

を
生
ず
る
と
こ
ろ
ま
で
症
状
が
進
行
す
る
方

と
い
う
の
は
、
や
は
り
高
齢
者
に
多
い
で
す
。

改
善
に
向
け
て
対
策
を
取
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

続
い
て
は
、
労
働
者
に
求
め
ら
れ
る
事
項

に
つ
い
て
で
す
。
健
康
を
維
持
し
、
永
く
社

会
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
自
ら
の
努
力
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
お
願
い
し
た
い
の
は
、

ス
ト
レ
ッ
チ
や
軽
い
ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動
を
行

う
な
ど
、
ご
く
普
通
の
こ
と
で
す
。
た
だ
、

簡
単
そ
う
に
み
え
て
、
継
続
し
て
行
う
の
は

な
か
な
か
難
し
い
と

い
う
の
が
正
直
な

と
こ
ろ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

仕
事
を
す
る
こ
と

で
対
価
を
得
る
だ

け
で
は
な
く
て
、
社

会
貢
献
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
い
う
喜
び

を
感
じ
る
た
め
に

は
、
健
康
で
あ
る
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
こ
と
を
、

ぜ
ひ
ご
理
解
い
た
だ

い
て
、
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド

リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、
今
年
の
3
月

に
策
定
し
た
ば
か

り
で
、
現
在
、
一
生
懸
命
に
周
知
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
先
ほ
ど
も
言
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
高
齢
化
を
迎
え

る
か
ら
と
い
っ
て
恐
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
高
齢
化
と
上
手
に
付
き
合
え

る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
必
要
は
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
現
状
で
も
高
年
齢
労
働
者
が
多

い
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
が
先
陣
を
切
る
カ
タ

チ
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、

他
の
産
業
に
比
べ
て
優
位
に
高
年
齢
労
働
者

の
方
が
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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　島田労務管理委員会
委員長から、令和２年
度の大会宣言が力強く
宣言された。

　
私
た
ち
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
は
、
第
13
次
東
京
労
働
局
労
働
災

害
防
止
計
画
の
折
り
返
し
年
度
に
当
た
り
、
こ
こ
数
年
間
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
に
お
け
る
労
働
災
害
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
深
く
憂
慮
し
、
経
営

ト
ッ
プ
に
よ
る
安
全
衛
生
方
針
の
表
明
及
び
従
業
員
に
よ
る
労
働
災
害
防
止

へ
の
取
り
組
み
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化
し
、
経
営
者
と
従
業
員
が
力
を
合

わ
せ
て
、
労
働
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
以
下
の
取
り
組
み
に
邁
進
す
る
こ
と

を
こ
こ
に
宣
言
い
た
し
ま
す
。

一つ	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
3
密
の
回

避
、
手
洗
い
・
う
が
い
の
励
行
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
の
新
し
い

生
活
様
式
と
安
全
な
業
務
方
法
の
実
践
に
努
め
ま
す

一つ	

厚
生
労
働
省
の
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た

「
高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確
保
」
に
努
め
ま
す

一つ	

転
倒
災
害
及
び
墜
落
・
転
落
災
害
の
防
止
に
努
め
ま
す

あいさつをする梶山副会長

本
日
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
お
集
ま
り
い

た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
本
日
受
賞
さ
れ
た

方
々
、
企
業
様
、
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が

社
会
全
体
に
及
ん
で
お
り
ま
す
。
特
に
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
の
た
め
に
対
策
を
厳
格
に
実
施

し
て
い
る
中
、
安
全
衛
生
管
理
業
務
の
最
前

線
で
働
く
皆
様
の
労
働
災
害
は
、
被
災
者
の

み
な
ら
ず
、
社
会
に
と
っ
て
も
大
き
な
損
失

に
な
り
ま
す
。
今
こ
そ
、
労
働
安
全
衛
生
法

の
原
点
に
立
ち
返
り
、
職
場
に
お
け
る
労
働

者
の
安
全
と
健
康
を
確
保
す
る
こ
と
、
さ
ら

に
は
、
快
適
な
職
場
環
境
の
形
成
を
め
ざ
し

て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

武
知
様
の
ご
講
演
は
、
私
ど
も
に
と
っ
て

大
変
参
考
に
な
る
も
の
で
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

「
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

沿
っ
て
、
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
職
場
の
安

全
意
識
の
向
上
を
図
り
、
労
働
災
害
ゼ
ロ
の

達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
令
和
2
年
度
労
働
安

全
衛
生
大
会
の
閉
会
と
い
た
し
ま
す
。
本
日

は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

７　

大
会
宣
言

８　

閉
会
の
あ
い
さ
つ
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第108回

理 事 会 報 告
令和3年度予算編成方針を承認

１　
会
長
あ
い
さ
つ　
佐
々
木
会
長

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
理
事
会
に
参
集
い
た
だ
き
感
謝
し

ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
の
開
票
情
報
が
入
っ
て
き
て

い
ま
す
。
今
後
の
動
向
が
世
界
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
の
で
、
空
白
期
間
や
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
な
く
、
次

期
大
統
領
が
正
常
に
職
務
を
遂
行
で
き
る
体
制
を
確
立

し
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
逝
去
さ
れ
た
今
井
信
理
事
は
、
当
協
会
理
事
と
し

て
、
ま
た
、
東
京
都
警
備
業
協
会
理
事
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
本
当
に
残
念
な
こ
と
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分
科
会

会
長
が
、
感
染
状
況
は
「
横
ば
い
状
況
か
微
増
程
度
」

と
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
一
喜
一
憂
す
る
こ
と

も
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
は
、
幸
い
な
こ
と
に
、

重
症
化
率
が
低
下
し
て
い
る
と
い
う
発
表
も
あ
り
ま
す
。

Ｇ
ｏ-

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
、
Ｇ
ｏ-
Ｔ
ｏ
イ
ー
ト 

キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
一
定
の
効
果
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
よ
う

で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
の
収
束
と
経
済
の
発
展
を
同
時
に
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
菅
総
理
の
国
会
で
の
冒

頭
演
説
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
経
済
発
展
と
コ
ロ
ナ
収

束
に
向
け
た
取
り
組
み
を
明
確
に
示
し
て
い
た
だ
き
、

成
果
を
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２　
審
議
事
項

第
１
号
議
案　
警
備
防
災
委
員
会
委
員
長
の
兼
務
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
会
長

　

野
口
副
会
長
が
警
備
防
災
委
員
会
委
員
長
を
兼
務

す
る
こ
と
の
提
案
が
行
わ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

■
提
案
説
明

　

今
井
信
理
事
の
ご
逝
去
に
よ
り
、
後
任
の
警
備
防

災
委
員
会
委
員
長
に
は
、
担
当
副
会
長
で
あ
る
野
口

副
会
長
に
兼
務
を
お
願
い
し
た
い
。
な
お
、
理
事
定

数
の
範
囲
内
で
あ
る
の
で
、
理
事
の
補
充
は
行
わ
な

い
。

第
２
号
議
案　
入
会
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
出
総
務
委
員
会
担
当
理
事

そ
の
１　
正
会
員

　
株
式
会
社
セ
ン
チ
ュ
リ
オ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

そ
の
２　
正
会
員　
株
式
会
社
ラ
イ
フ
ポ
ー
ト
西
洋

　

標
記
２
社
の
入
会
承
認
の
提
案
が
あ
り
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

そ
の
1
、
株
式
会
社
セ
ン
チ
ュ
リ
オ
ン
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
ー
ズ
は
、
平
成
24
年
に
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
を
主
業
と
す
る
株
式
会
社
Ｓ
Ｙ
Ｄ
の
１
０
０
％
子

会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
、親
会
社
が
コ
ン
サ
ル
を
行
っ

て
い
る
ホ
テ
ル
の
清
掃
や
ベ
ッ
ド
メ
イ
ク
を
中
心
に

事
業
展
開
を
し
て
い
る
。
今
後
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

Photo:葉牡丹

■日時：令和２年11月4日（水）午後３時～午後３時50分
■会場：ビルメンテナンス会館4階会議室
■理事・監事数　　理事20名、監事3名
■出席者　　　　　理事15名、監事2名
■審議事項

第１号議案　警備防災委員会委員長の兼務について
第２号議案　入会の承認について
　　　その１　正会員　株式会社センチュリオンファシリティーズ
　　　その２　正会員　株式会社ライフポート西洋

第３号議案　令和３年度 予算編成方針について
第４号議案　今後５年間の修繕計画及び修繕積立金について
第５号議案　諸規程の改正について
　　　その１　講師等の謝金に関する規則の一部改正
　　　その２　事務局職員退職金支給規程の一部改正
第６号議案　ビルメンテナンスフェア実行委員会委員の選任について
第７号議案　委員会委員の追加選任について

黙
祷

　
議
事
に
入
る
前
に
、
10
月
15
日
に
ご
逝
去

さ
れ
た
故
今
井
信
理
事
に
対
し
て
、
出
席
者

全
員
が
冥
福
を
お
祈
り
す
る
黙
祷
を
捧
げ
た
。
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■第 108回理事会

ピ
ッ
ク
特
別
積
立
金
の
使
途
は
、
今
年
度
の
事
業
計

画
を
踏
ま
え
検
討
す
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。

　

総
括
的
事
項
で
は
、
①
会
員
サ
ー
ビ
ス
、
公
益
目

的
事
業
に
つ
い
て
、
通
常
年
度
規
模
の
事
業
を
実
施

で
き
る
よ
う
計
画
す
る
こ
と
、
②
例
年
同
様
、
公
益

目
的
事
業
比
率
は
60
％
以
上
を
維
持
す
る
た
め
に
積

極
的
に
計
画
す
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。

　

具
体
的
事
項
と
し
て
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
会
費
減
免
措
置
等

の
対
策
を
取
る
こ
と
、
②
定
期
講
習
会
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
3
密
に
十
分
留
意
し
た
開
催
方
式
を
採
用

し
、
定
員
減
に
よ
っ
て
受
講
で
き
な
い
希
望
者
の
た

め
に
開
催
回
数
を
増
や
し
、
会
館
内
別
室
で
の
テ
レ

ビ
講
習
会
の
対
策
を
進
め
る
こ
と
、
③
非
定
期
の
開

催
セ
ミ
ナ
ー
は
必
要
に
応
じ
て
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施
す
る
こ
と
、
委
員
会
活
動
を
一
層
活
発
化
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
に
、
委
員
会
出
席
委
員
に
対
し
て
新

た
な
謝
金
を
支
払
う
予
算
を
計
上
す
る
こ
と
、
⑤
令

和
3
年
度
の
理
事
会
の
回
数
は
8
回
（
例
年
11
回
）

で
予
算
を
計
上
す
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。

第
４
号
議
案　
今
後
５
年
間
の
修
繕
計
画
及
び
修
繕

積
立
金
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
安
達
財
務
委
員
長

　

今
後
５
年
間
の
修
繕
計
画
及
び
修
繕
積
立
金
が
提

案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
の
今
後
5
年
間
の
中
期

修
繕
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
令
和
3
年
度
か
ら
7

年
度
ま
で
の
5
年
間
の
修
繕
計
画
を
策
定
し
た
。
修

繕
計
画
の
策
定
の
目
的
は
、
当
会
館
の
研
修
機
能
を

長
期
的
な
観
点
か
ら
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
、
今

後
見
込
ま
れ
る
修
繕
工
事
及
び
改
修
工
事
の
内
容
、

お
お
よ
そ
の
時
期
、
概
算
の
費
用
等
を
明
確
に
す
る

と
と
も
に
、
必
要
な
資
金
を
確
保
し
、
円
滑
な
実
施

を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　

平
成
27
年
度
に
作
成
し
た
長
期
修
繕
計
画
が
5
年

経
過
し
た
た
め
、
再
度
調
査
の
上
、
今
後
5
年
間
の

中
期
修
繕
計
画
の
見
直
し
を
実
施
し
た
。

　

修
繕
計
画
を
資
金
的
に
支
え
る
修
繕
積
立
金
計

画
で
あ
る
が
、
今
後
5
年
間
の
工
事
計
画
額
は

1
億
７
３
０
０
万
円
で
、
年
平
均
で
約
３
５
０
０
万

円
と
な
る
が
、
令
和
元
年
度
末
時
点
で
の
修
繕
積
立

金
残
高
が
1
億
円
以
上
あ
る
の
で
、
今
後
5
年
間
の

積
立
額
は
毎
年
３
０
０
０
万
円
と
す
る
。

　

年
度
ご
と
の
必
要
な
工
事
予
算
額
に
つ
い
て
は
、

毎
年
度
、
翌
年
度
分
を
予
算
編
成
す
る
こ
と
に
な
り
、

諸
般
の
事
情
で
計
画
ど
お
り
実
施
で
き
な
い
場
合
に

は
、
財
務
委
員
会
で
検
討
の
上
、
計
画
の
補
正
を
行

う
こ
と
と
す
る
。

第
５
号
議
案　
諸
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
出
総
務
委
員
会
担
当
理
事

そ
の
１　
講
師
等
の
謝
金
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正

そ
の
２　
事
務
局
職
員
退
職
金
支
給
規
程
の
一
部
改
正

　

標
記
２
件
の
規
則
・
規
程
に
つ
い
て
一
部
改
正
の

提
案
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

そ
の
1
、
講
師
等
の
謝
金
に
関
す
る
規
則
の
一
部

改
正
の
主
な
改
正
は
2
点
で
あ
る
。
1
点
目
は
、
消

費
税
や
所
得
税
率
の
改
正
に
影
響
さ
れ
ず
に
同
一
金

額
を
支
給
す
る
た
め
の
改
正
で
、
第
1
条
で
は
包
括

的
に
「
消
費
税
込
み
、
所
得
税
控
除
後
」
と
変
更
し
、

各
条
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
消
費
税
抜
き
」
の
文
言

を
削
除
す
る
。
た
だ
し
、
定
時
総
会
で
承
認
さ
れ
て

事
業
を
拡
大
す
る
た
め
、
講
習
会
の
活
用
を
目
的
に

正
会
員
へ
の
入
会
を
希
望
し
て
い
る
。
推
薦
会
社
は
、

東
京
美
化
株
式
会
社
。

　

そ
の
2
、
株
式
会
社
ラ
イ
フ
ポ
ー
ト
西
洋
は
、
平

成
元
年
に
株
式
会
社
セ
ゾ
ン
グ
ル
ー
プ
内
で
設
立
さ

れ
た
が
、
現
在
は
不
動
産
や
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
等
を

行
っ
て
い
る
株
式
会
社
Ｚ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

の
１
０
０
％
子
会
社
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
を
中
心

に
清
掃
、
設
備
管
理
業
、
警
備
業
を
展
開
し
て
い
る
。

入
会
前
か
ら
当
協
会
の
講
習
会
を
活
用
し
て
お
り
、

今
後
は
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
だ
け
で
な
く
、
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
業
に
も
注
力
す
る
た
め
、
最
新
情
報
の

入
手
や
従
業
員
教
育
の
強
化
を
目
的
に
入
会
を
希
望

さ
れ
て
い
る
。
推
薦
会
社
は
、
株
式
会
社
第
一
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
。

　

資
料
を
精
査
し
、
総
務
委
員
会
と
し
て
、
２
社
の

入
会
に
問
題
な
い
と
判
断
し
た
。

第
３
号
議
案　
令
和
３
年
度 

予
算
編
成
方
針
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
達
財
務
委
員
長

　

令
和
３
年
度 

予
算
編
成
方
針
が
提
案
さ
れ
、
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

※
詳
細
は
22
〜
23
ペ
ー
ジ
参
照

■
提
案
説
明

　

前
文
で
は
、
①
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
令
和
2
年
度

上
半
期
に
講
習
会
事
業
を
縮
小
し
、
第
1
四
半
期
の

会
費
の
半
額
減
免
措
置
を
実
施
し
た
こ
と
、
②
令
和

3
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
を
見
越
し
、
例
年
度
と

同
規
模
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
を
前
提
に
予
算
措

置
す
る
こ
と
、
③
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
は
開
催
す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
る
こ
と
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
前
提
と
し
、
オ
リ
ン
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い
る「
有
識
者
役
員
の
報
酬
」（
第
２
条
）に
つ
い
て
は
、

今
回
の
改
正
で
は
除
外
し
て
い
る
。

　

2
点
目
は
、
委
員
会
に
委
員
が
出
席
し
た
場
合
、

現
在
は
交
通
費
２
０
０
０
円
の
み
の
支
給
で
あ
る

が
、会
員
会
社
の
協
力
に
よ
っ
て
委
員
会
が
成
り
立
っ

て
い
る
現
状
に
鑑
み
、
会
員
会
社
の
ご
負
担
に
報
い

る
た
め
、
新
た
に
委
員
会
出
席
時
に
は
1
回
当
た
り

３
０
０
０
円
の
謝
金
を
支
給
す
る
（
第
7
条
）
と
い

う
提
案
で
あ
る
。
予
算
措
置
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

施
行
は
令
和
3
年
4
月
1
日
と
す
る
。

　

そ
の
2
、
事
務
局
職
員
退
職
金
支
給
規
程
の
一
部

改
正
で
あ
る
が
、
職
員
の
処
遇
改
善
を
主
な
目
的
と

し
た
改
正
で
、
全
国
協
会
の
同
種
の
規
程
に
合
わ
せ

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
第
2
条
で
あ
る
が
、
従
来

満
3
年
の
勤
続
か
ら
退
職
金
を
支
給
し
て
い
た
が
、

2
年
繰
り
下
げ
、
満
5
年
の
勤
続
か
ら
と
す
る
。
第

3
条
で
あ
る
が
、
従
来
は
自
己
都
合
退
職
の
場
合
、

一
律
に
50
％
が
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
た
が
、
自
己
都
合

の
う
ち
、
病
気
や
け
が
で
復
職
で
き
な
い
場
合
や
家

族
の
介
護
で
退
職
す
る
場
合
は
満
額
支
給
に
変
更
す

る
と
と
も
に
、
自
己
都
合
退
職
で
一
定
年
数
の
勤
続

が
あ
る
職
員
に
は
減
額
率
を
逓
減
さ
せ
る
こ
と
と
す

る
。
さ
ら
に
、
第
5
条
、
第
6
条
で
は
、
在
職
期
間

の
う
ち
、
管
理
職
で
あ
っ
た
期
間
は
一
定
の
係
数
を

加
算
し
、
定
年
ま
た
は
死
亡
退
職
の
場
合
、
実
際
に

在
籍
し
た
期
間
の
賞
与
相
当
額
を
退
職
金
に
加
算
す

る
こ
と
と
す
る
。

第
６
号
議
案　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
実
行
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て　
　
吉
澤
実
行
委
員
長

　

標
記
実
行
委
員
会
委
員
の
選
任
が
提
案
さ
れ
、
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

前
回
の
理
事
会
で
設
置
が
承
認
さ
れ
た
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
の
委
員
を
選
任
す
る

提
案
で
あ
る
。
委
嘱
委
員
は
、
広
報
委
員
会
か
ら
委

員
１
名
と
賛
助
会
員
か
ら
の
立
候
補
者
５
名
で
、
委

嘱
期
間
は
令
和
３
年
７
月
末
ま
で
と
す
る
。

第
７
号
議
案　
委
員
会
委
員
の
追
加
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲
見
事
務
局
長

　

委
員
の
追
加
選
任
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

興
和
不
動
産
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
株
式
会
社
か
ら

推
薦
さ
れ
た
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会
２
名
を
選
任

し
た
い
。

３　
報
告
事
項

⑴　
会
長
報
告　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
会
長

ア　
令
和
３
年 

新
年
賀
詞
交
歓
会
に
つ
い
て

　

全
国
協
会
で
は
、
令
和
3
年
1
月
に
開
催
を
予
定

し
て
い
た
新
年
賀
詞
交
歓
会
に
つ
い
て
、
10
月
13
日

の
三
役
会
で
正
式
に
中
止
を
決
定
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
が
改
善
さ
れ
て
い
る

と
は
言
い
が
た
い
状
況
で
あ
る
の
で
、
当
協
会
と
し

て
も
、
先
ほ
ど
開
催
さ
れ
た
三
役
会
で
令
和
3
年
1

月
の
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
中
止
と
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。
会
員
の
皆
様
に
周
知
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

⑵　
全
国
協
会
報
告　
　
佐
々
木
東
京
地
区
本
部
長

ア　
ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆
ク
リ
ー
ン

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
０
、
第
51
回
実
態
調
査

　

ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆
ク
リ
ー
ン
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
２
０
２
０
は
、
11
月
11
日
～
13
日
の
3
日
間
、

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
て
開
催
す
る
。
皆
様
、
密
を

避
け
て
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

　

第
51
回
の
実
態
調
査
に
つ
い
て
は
、
10
月
16
日
に
締

切
っ
た
が
、
最
終
回
答
率
は
46
・
4
％
。
目
標
の
50
％

に
は
及
ば
な
か
っ
た
が
、皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
す
る
。

今
後
、
回
答
の
分
析
等
を
経
て
、
速
報
版
を
12
月
中
に

発
表
し
、
来
年
2
月
に
は
「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
情
報

年
鑑
」
と
し
て
発
刊
す
る
予
定
で
あ
る
。

⑶　
委
員
会
報
告

ア　
総
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
小
出
担
当
理
事

①　
今
後
の
理
事
会
・
定
時
総
会
の
開
催
予
定
日

　

理
事
会
開
催
回
数
は
、
基

本
的
に
は
役
員
改
選
の
あ
る

年
は
年
8
回
、
役
員
改
選
の

な
い
年
は
年
6
回
と
す
る
。

来
年
度
は
役
員
改
選
の
年
と

な
る
の
で
、
記
載
の
と
お
り

8
回
を
予
定
す
る
。
会
長
報

告
の
と
お
り
、
来
年
1
月
の
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■第 108回理事会

新
年
賀
詞
交
歓
会
が
中
止
と
な
っ
た
の
で
、
1
月
の

理
事
会
も
開
催
し
な
い
。

　

理
事
会
は
、
基
本
的
に
第
1
火
曜
日
を
開
催
日
と

し
て
い
る
が
、
5
月
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
明
け

の
11
日
、
6
月
は
2
週
目
に
優
良
従
業
員
表
彰
式
や

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
の
開
催
を
予
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
第
3
週
目
の
15
日
を
予
定
日
と
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
次
の
第
11
回
定
時
総
会
は
、
令
和
3
年
6

月
3
日
（
木
）
を
予
定
日
と
す
る
。

イ　
財
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
安
達
委
員
長

①　
令
和
2
年
度 

上
半
期
決
算
報
告

　

正
規
の
決
算
書
は
、
正
味
財
産
増
減
計
算
書
で
あ

る
が
、
予
算
と
の
対
比
の
た
め
、「
令
和
2
年
度
上
半

期
収
支
計
算
書
」
で
説
明
す
る
。「
令
和
2
年
度
予
算

額
」
は
、
7
月
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
補
正
予
算

額
を
記
入
し
て
い
る
。
執
行
率
は
例
年
は
50
％
前
後

で
あ
る
が
、
今
上
半
期
は
、
4
月
か
ら
6
月
の
中
止

事
業
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
50
％
よ
り
低
い
執
行
率

の
項
目
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、「
事
業
活
動
収
支
の
部
」、「
事
業
活
動
収
入
」

の
う
ち
、「
会
費
収
入
」
は
、
予
算
額
に
対
し
て
43
％

の
収
入
を
得
て
い
る
。
第
1
四
半
期
の
半
額
減
免
を

実
施
し
た
た
め
で
あ
り
、
下
半
期
に
予
定
ど
お
り
の

会
費
収
入
が
得
ら
れ
れ
ば
、
予
算
ど
お
り
の
収
入
と

な
る
予
定
で
あ
る
。

　

次
に
、「
事
業
収
入
」
で
あ
る
が
、「
建
築
物
の
環

境
衛
生
の
向
上
に
関
す
る
事
業
収
入
」
の
収
入
率
は

27
・
6
％
、「
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
に
関
す
る

事
業
収
入
」
は
24
・
9
％
、「
建
築
設
備
機
器
の
事
故

の
防
止
に
関
す
る
事
業
収
入
」
は
21
・
1
％
で
あ
る
。

6
月
ま
で
の
中
止
講
習
会
分
は
予
算
に
反
映
さ
せ
て

い
る
が
、
現
時
点
で
は
3
密
を
避
け
る
た
め
、
受
講

者
の
定
員
を
5
割
前
後
に
減
ら
し
て
お
り
収
入
率
が

低
く
な
っ
て
い
る
。「
普
及
啓
発
・
活
用
に
関
す
る
事

業
収
入
」
で
は
、「
障
が
い
者
就
労
支
援
受
託
事
業
収

入
」
が
下
半
期
の
事
業
完
了
後
の
入
金
と
な
る
た
め
、

収
入
率
は
19
・
8
％
。「
⑤
収
益
等
そ
の
他
事
業
収
入
」

は
、
野
球
大
会
及
び
ゴ
ル
フ
大
会
等
が
正
式
に
中
止

と
な
り
、
収
入
率
は
51
・
1
％
。

　
「
受
取
補
助
金
等
収
入
」
は
、
コ
ロ
ナ
関
連
の
助
成

金
で
あ
る
。「
受
取
寄
付
金
収
入
」は
、株
式
会
社
ユ
ー

ホ
ー
ニ
イ
タ
カ
か
ら
の
寄
附
金
50
万
円
。「
事
業
活
動

収
入
」
の
合
計
は
、
予
算
額
2
億
６
４
４
７
万
円
に

対
し
て
、
収
入
額
1
億
１
３
４
４
万
円
、
42
・
9
％

の
収
入
率
と
な
っ
た
。

　

以
上
、
講
習
会
受
講
者
定
員
が
予
想
よ
り
少
な
く

な
っ
て
い
る
が
、
上
半
期
よ
り
下
半
期
事
業
が
多
い

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
概
ね
予
算
ど
お
り
順
調
に
収

入
を
上
げ
て
い
る
。

　

次
に
、「
事
業
活
動
支
出
」
の
う
ち
、「
建
築
物
の

環
境
衛
生
の
向
上
に
関
す
る
事
業
費
支
出
」
は
、「
実

態
調
査
研
究
」
の
成
果
物
の
印
刷
等
を
下
半
期
に
予

定
し
て
お
り
、
執
行
率
は
23
・
1
％
。「
犯
罪
の
防
止
・

治
安
の
維
持
に
関
す
る
事
業
費
支
出
」
は
、
テ
キ
ス

ト
作
成
等
が
中
止
と
な
り
、執
行
率
は
24
・
2
％
。「
建

築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関
す
る
事
業
費
支
出
」

は
、
大
阪
協
会
と
の
情
報
交
換
会
、
テ
キ
ス
ト
の
新

規
発
行
等
が
中
止
と
な
り
、
執
行
率
は
12
％
。「
普
及

啓
発
・
活
用
に
関
す
る
事
業
費
支
出
」
は
、
こ
ど
も

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
の
制
作
、
講
習
会
開

催
を
下
半
期
に
実
施
す
る
た
め
、執
行
率
は
23
・
4
％
。

　
「
収
益
等
そ
の
他
の
事
業
費
支
出
」
は
、
厚
生
事
業

の
野
球
大
会
、
ゴ
ル
フ
大
会
、
新
年
賀
詞
交
歓
会
が

中
止
と
な
り
、
執
行
率
は
47
・
8
％
。

　
「
管
理
費
支
出
」
で
は
、
退
職
給
付
支
出
、
総
会
開

催
費
支
出
は
、
既
に
実
施
済
み
で
１
０
０
％
前
後
の

支
出
と
な
っ
て
い
る
。「
消
耗
品
費
支
出
」は
、リ
モ
ー

ト
会
議
、
テ
レ
ワ
ー
ク
対
応
で
予
定
よ
り
多
く
資
機

材
を
購
入
し
た
た
め
、
上
半
期
末
時
点
で
執
行
率
は

１
１
２
％
で
、
管
理
費
全
体
の
執
行
率
は
57
・
4
％

で
あ
る
。

　

当
期
の
「
事
業
活
動
支
出
」
の
合
計
は
、
予
算

額
2
億
８
８
３
２
万
円
に
対
し
て
、
執
行
額
は

1
億
３
０
８
６
万
円
、
45
・
4
％
の
執
行
率
と
な
っ

て
い
る
。

　
「
当
期
収
支
差
額
」
は
、
５
１
７
万
円
の
マ
イ
ナ

ス
と
な
り
、
元
年
度
か
ら
の
繰
越
額
「
前
期
繰
越
収

支
差
額
」
1
億
３
３
５
３
万
円
を
加
え
た
令
和
2
年

度
10
月
へ
の
繰
越
額
「
次
期
繰
越
収
支
差
額
」
は
、

1
億
２
８
３
６
万
円
と
な
っ
た
。

　

次
に
、
正
式
な
決
算
書
で
あ
る
「
令
和
2
年
度

上
半
期
正
味
財
産
増
減
計
算
書
」
で
あ
る
が
、
令

和
2
年
度
上
半
期
の
「
正
味
財
産
期
末
残
高
」
は

11
億
２
２
３
５
万
円
と
な
り
、
前
期
末
よ
り

２
４
０
万
円
減
少
し
た
。

　

次
に
、「
令
和
2
年
度
上
半
期
貸
借
対
照

表
」
で
あ
る
が
、「
資
産
の
部
」
の
資
産
合
計
は

12
億
１
９
７
４
万
円
、「
負
債
の
部
」
の
負
債
合
計
は

９
７
３
９
万
円
で
あ
る
。
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次
に
、「
令
和
2
年
度
上
半
期
正
味
財
産
増
減
計
算

書
内
訳
表
」
で
あ
る
が
、
公
益
目
的
事
業
、
収
益
事

業
、
共
益
事
業
、
法
人
会
計
に
区
分
し
て
、
収
支
相

償
、
事
業
比
率
を
確
認
す
る
表
で
あ
る
。
評
価
損
益

等
調
整
前
当
期
経
常
増
減
額
が
、
公
益
目
的
事
業
全

て
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
お
り
、
上
半
期
末
の
時
点

で
の
公
益
目
的
事
業
の
収
支
相
償
は
確
保
し
て
い
る
。

「
事
業
比
率
」
で
あ
る
が
、
公
益
目
的
事
業
の
小
計
が

58
・
4
％
と
な
っ
て
お
り
、
公
益
事
業
比
率
50
％
以

上
を
達
成
し
て
い
る
。
遊
休
財
産
保
有
限
度
額
で
は

公
益
目
的
事
業
費
を
基
本
と
し
て
算
定
す
る
こ
と
か

ら
、
本
年
度
は
公
益
目
的
事
業
費
総
額
が
縮
小
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
遊
休
財
産
保
有
限
度
額

も
低
く
な
り
、
年
度
末
の
遊
休
財
産
が
保
有
限
度
額

を
超
え
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
期
末
が
近
づ
い
た

頃
に
東
京
都
と
相
談
し
な
が
ら
対
応
し
て
ま
い
り
た

い
。

【
令
和
2
年
度 

上
半
期
決
算
に
係
る
監
査
報
告
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
村
監
事

　

令
和
2
年
10
月
29
日
に
大
村
、
片
桐
、
𠮷
田
の
監

事
3
名
が
、
令
和
2
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
2
年
9

月
30
日
ま
で
の
令
和
2
年
度
上
半
期
に
お
け
る
会
計

及
び
業
務
の
監
査
を
行
っ
た
。

1
、
監
査
の
方
法

（
１
）
会
計
監
査
に
つ
い
て
、
伝
票
、
帳
簿
及
び
証
拠

書
類
を
精
査
し
て
、
計
算
書
類
の
正
確
性
を
検
討
し

た
。

（
２
）
業
務
監
査
に
つ
い
て
、
理
事
会
及
び
そ
の
他
の

会
議
に
出
席
し
、
理
事
か
ら
の
業
務
報
告
、
関
係
書

類
の
閲
覧
な
ど
、
必
要
と
思
わ
れ
る
監
査
手
続
を
行

い
、
業
務
執
行
の
妥
当
性
を
検
討
し
た
。

２
、
監
査
意
見

（
１
）
決
算
報
告
書
は
、
会
計
帳
簿
の
記
載
金
額
と
一

致
し
、
法
人
の
収
支
状
況
及
び
財
政
状
態
を
正
し
く

示
し
て
い
る
と
認
め
ま
す
。

（
２
）
理
事
の
職
務
執
行
に
関
す
る
不
正
の
行
為
並
び

に
法
令
及
び
定
款
に
違
反
す
る
事
実
は
な
い
と
認
め

ま
す
。

ウ　
労
務
管
理
委
員
会

　
　
　
梶
山
副
会
長
（
労
務
管
理
委
員
会
担
当
）

①　
令
和
２
年
度 

労
働
安
全
衛
生
大
会
の
実
施
報
告

　

令
和
2
年
度
労
働
安
全
衛
生
大
会
を
10
月
9
日

（
金
）
14
時
か
ら
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
2
階
を
主

会
場
、3
階
を
視
聴
会
場
と
し
て
開
催
し
た
。今
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

3
密
に
な
ら
な
い
よ
う
、
理
事
の
参
加
制
限
、
会
員

企
業
の
参
加
を
1
社
1
名
に
す
る
な
ど
、
対
策
を
講

じ
て
の
実
施
と
な
り
、
無
事
に
大
会
を
終
了
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
、表
彰
者
を
含
め
て
71
名
（
58
社
）。

　

東
京
労
働
局
な
ど
か
ら
後
援
を
い
た
だ
き
、
業
界

に
広
く
「
労
働
災
害
の
撲
滅
」
を
訴
え
る
た
め
開
催

し
て
い
る
大
会
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
た
会

員
支
援
や
会
員
の
理
解
を
得
る
た
め
の
様
々
な
事
業

を
企
画
し
て
ま
い
り
た
い
。

エ　
厚
生
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
田
中
委
員
長

①　
第
52
回
東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
特
別
招
待
募

集
の
案
内

　

今
年
度
2
回
目
の
招
待
事
業
で
あ
る
が
、
11
月
28

日
に
上
野
の
東
京
文
化
会
館
に
て
開
催
予
定
で
、
募

集
は
15
組
30
名
。
今
回
は
ペ
ア
で
並
ん
で
、
両
サ
イ

ド
に
1
席
空
席
を
設
け
る
形
で
の
開
催
と
な
る
。

オ　
広
報
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
吉
澤
委
員
長

①　
第
14
回
ビ
ル
メ
ン
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル 

東

京
地
区
応
募
作
品
の
審
査
結
果

　

全
国
協
会
主
催
の
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ

い
て
、
全
国
協
会
と
は
別
に
、
東
京
地
区
か
ら
の
応

募
作
品
に
つ
い
て
、
東
京
協
会
独
自
の
審
査
を
今
年

も
行
っ
た
。
今
年
は
昨
年
よ
り
80
作
品
ほ
ど
多
い

１
０
６
６
作
品
の
応
募
が
あ
っ
た
。
テ
ー
マ
は
、「
未

来
の
お
そ
う
じ
」
で
、
第
1
次
審
査
は
小
学
校
の
美

術
の
先
生
4
名
に
審
査
を
依
頼
し
、
第
2
次
審
査
は

広
報
委
員
会
で
実
施
し
た
。
受
賞
者
は
12
名
と
な
っ

た
。

　

な
お
、
例
年
カ
レ
ン
ダ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
受

賞
作
品
を
使
用
し
て
い
る
が
、
国
民
の
祝
日
が
移
動

に
な
る
法
案
が
今
国
会
で
審
議
さ
れ
て
お
り
、
11
月

6
日
ま
で
に
法
案
が
可
決
さ
れ
な
け
れ
ば
、
例
年
の

暦
の
と
お
り
で
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
、
送
付
状
に

そ
の
断
り
を
入
れ
て
送
付
す
る
と
い
う
形
と
す
る
。

カ　
全
国
協
会
東
京
地
区
代
議
員
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
竹
田
委
員
長
（
代
理
：
鷲
見
事
務
局
長
）

①　
公
益
社
団
法
人
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

の
代
議
員
変
更

　

全
国
協
会
東
京
地
区
代
議
員
選
挙
管
理
委
員
会
は
、

東
京
協
会
の
役
員
候
補
審
査
委
員
会
（
略
称
）
が
兼

ね
て
い
る
。
今
井
信
理
事（
代
議
員
）ご
逝
去
に
伴
い
、

補
欠
代
議
員
の
株
式
会
社
ニ
ワ
テ
ッ
ク
坂
野
正
和
氏

を
代
議
員
に
繰
り
上
げ
す
る
。
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■第 108回理事会

今、一人一人ができること。
うがい  手洗い
マスク で
予防しよう。

⑷　
代
表
理
事
・
業
務
執
行
理
事
の
活
動
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲
見
事
務
局
長

ア　
令
和
２
年
4
月
か
ら
9
月
ま
で
の
活
動
報
告

　

代
表
理
事
（
会
長
）、業
務
執
行
理
事
（
副
会
長
等
）

に
つ
い
て
は
、半
年
ご
と
に
法
令
・
定
款
に
基
づ
い
て
、

そ
の
業
務
執
行
状
況
を
理
事
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

佐
々
木
会
長
は
、
三
役
会
で
全
体
の
指
導
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
荒
川
消
防
署
か
ら
感
謝
状
の
授
与
、

あ
る
い
は
ユ
ー
ホ
ー
ニ
イ
タ
カ
様
の
寄
附
に
対
す
る

感
謝
状
の
贈
呈
等
を
行
っ
て
い
る
。
木
村
副
会
長
、

野
口
副
会
長
、
梶
山
副
会
長
に
つ
い
て
は
、
三
役
会

と
併
せ
て
、
各
担
当
委
員
会
に
出
席
し
助
言
を
行
っ

て
い
る
。
一
戸
名
誉
会
長
、
原
田
業
務
執
行
理
事
に

い
て
も
、
三
役
会
で
ご
指
導
・
助
言
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

⑸　
事
務
局
報
告　
　
　
　
　
　
　
鷲
見
事
務
局
長

ア　
10
月
の
事
務
局
の
動
き

　

12
日
の
「
防
災
訓
練
」
で
あ
る
が
、
通
常
の
年
は

全
協
協
会
、
訓
練
セ
ン
タ
ー
職
員
も
含
め
て
一
斉
訓

練
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

か
ら
個
人
ご
と
に
避
難
経
路
、
消
防
設
備
の
確
認
等

に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
と
い
う
方
式
に
変
更
し

た
。

イ　
今
後
の
予
定

　

12
月
理
事
会
は
予
定
ど
お
り
開
催
す
る
。
令
和
3

年
1
月
に
は
理
事
会
を
開
催
し
な
い
。
2
月
、
3
月

の
理
事
会
は
予
定
ど
お
り
開
催
し
、
4
月
以
降
は
、

年
8
回
と
い
う
こ
と
で
、
先
ほ
ど
総
務
委
員
会
の
報

告
の
と
お
り
で
あ
り
、
4
月
は
6
日
、
5
月
は
11
日

の
開
催
と
な
る
。

ウ　
会
員
数

　

正
会
員
５
１
１
社
、
賛
助
会
員
67
社

⑹　
そ
の
他

ア　
来
年
度
か
ら
の
広
報
誌
発
行
に
つ
い
て

（
意
見
）

　

吉
澤
広
報
委
員
長
か
ら
、
来
年
度
以
降
、
理
事
会

開
催
回
数
を
減
ら
す
こ
と
と
の
関
係
で
、
広
報
誌

『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
』
の
発
行
回
数
（
現
行

年
11
回
発
行
）
を
ど
う
す
る
べ
き
か
、
役
員
の
意
見

を
伺
い
た
い
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
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第
１
０
８
回
理
事
会
で

「
令
和
３
年
度
予
算
編
成
方
針
」を
承
認

11
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
０
８
回
理
事
会
で
「
令
和
３
年
度
予
算
編
成
方

針
」
が
承
認
さ
れ
た
。

主
な
ポ
イ
ン
ト

　
１
、�

令
和
２
年
度
補
正
予
算
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
事
業
を
縮
小

し
た
予
算
と
し
た
が
、
令
和
３
年
度
予
算
は
コ
ロ
ナ
禍
の
収

束
を
見
越
し
、
例
年
規
模
の
事
業
予
算
を
計
上

　
２
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
会
費
減
免
措
置
等
を

　
　
　
検
討
す
る

　
３
、�

定
期
講
習
会
は
引
き
続
き
３
密
に
十
分
留
意
し
た
開
催
方
式

を
採
用
す
る
と
同
時
に
、
会
館
内
別
室
で
の
Ｔ
Ｖ
講
習
会
な

ど
、
受
講
者
定
員
減
に
も
配
慮
す
る

　
４
、
非
定
期
開
催
セ
ミ
ナ
ー
は
必
要
に
応
じ
て
Ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
を
実
施
す
る

令
和
３
年
度 

予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
景
気
の
失
速
と
不
透
明
感
、

人
件
費
の
高
騰
や
慢
性
的
な
人
手
不
足
に
よ
り
、
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
い
て
い
ま

す
。
本
協
会
の
最
も
重
要
な
活
動
は
、
会
員
企
業
や
業
界
を
支
え
る
人
材
の
育
成
で

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
令
和
2
年
度
の
講
習
会
事
業
は
大

幅
な
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
も
下
期
事
業
で
は
、
感
染
対

策
を
徹
底
し
、
開
催
回
数
を
増
や
す
な
ど
、
会
員
企
業
の
事
業
運
営
に
直
結
す
る
講

習
会
等
の
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
最
大
限
の
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
感
染
拡
大
に
伴
い
会
員
会
社
の
受
注
業
務
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、

会
員
支
援
策
の
一
環
と
し
て
、
第
一
4
半
期
会
費
の
半
額
減
免
措
置
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

令
和
3
年
度
は
、
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
の
開
発
等
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
を

見
越
し
、
本
年
度
に
中
止
又
は
開
催
回
数
を
抑
制
し
て
き
た
会
員
サ
ー
ビ
ス
事
業
や

公
益
目
的
事
業
が
十
分
に
実
施
で
き
る
予
算
的
措
置
を
図
る
と
と
も
に
、
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
展
示
イ
ベ
ン
ト
で
の

感
染
症
対
策
を
徹
底
し
た
う
え
で
、
開
催
す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、講
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー
は
、ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、

非
接
触
型
の
開
催
形
式
へ
事
業
を
移
行
す
る
こ
と
を
検
討
し
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
に
延
期
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い

て
は
、
開
催
方
法
等
に
つ
い
て
現
時
点
で
正
式
な
発
表
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
開
催
を

前
提
に
、
講
習
会
事
業
等
の
編
成
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
別
積
立
金
の
使
途
に
つ
い
て

今
年
度
の
事
業
計
画
を
ふ
ま
え
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

協
会
事
業
を
支
え
る
財
政
基
盤
は
、
こ
れ
ま
で
安
定
的
な
財
政
運
営
に
努
め
た
結

果
、
令
和
元
年
度
決
算
は
当
期
経
常
増
減
額
が
１
６
４
２
万
円
の
増
加
と
な
り
、
健

全
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
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ま
た
公
益
法
人
に
関
す
る
財
務
基
準
（
収
支
相
償
、
公
益
目
的
事
業
比
率
、
遊
休

財
産
の
保
有
限
度
額
）
も
確
保
し
て
お
り
、
今
後
と
も
公
益
法
人
と
し
て
活
動
を
継

続
し
て
い
く
に
は
、
こ
の
状
態
を
堅
持
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
３
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
各
委
員
会
及
び
事
務
局
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況

を
踏
ま
え
、
下
記
の
事
項
に
基
づ
き
予
算
見
積
書
を
作
成
し
、
令
和
２
年
12
月
21
日

（
月
）
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１　
総
括
的
事
項

⑴　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
収
束
を
前
提
と
し
て
、
講
習
会
等
の
会
員

サ
ー
ビ
ス
事
業
、
公
益
目
的
事
業
に
つ
い
て
、
通
常
年
度
規
模
の
事
業
が
実
施

で
き
る
よ
う
計
画
す
る
。
特
に
、
公
益
目
的
事
業
比
率
に
つ
い
て
は
、
60
％

以
上
を
維
持
す
る
た
め
に
積
極
的
に
計
画
す
る
。

⑵　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
前
提
と
し
、
教
育
・
訓
練
事
業
は
、
日
程
、
会
場
等

に
つ
い
て
、
ビ
ル
メ
ン
共
同
企
業
体
事
業
と
の
調
整
を
図
る
。

⑶　
事
業
経
費
の
積
算
に
当
た
っ
て
は
、
全
て
の
事
業
成
果
の
周
知
、
協
会
の
知

名
度
向
上
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
効
果
的
Ｐ
Ｒ
に
必
要
な
予
算
は
、
積

極
的
に
見
積
も
る
こ
と
を
努
め
る
。

２　
具
体
的
事
項

⑴　
収
益
に
つ
い
て

ア　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
、
再
び
緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
、
会
員
企
業
の
経
営
を
直
撃
す
る
よ
う
な
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

速
や
か
に
会
費
減
免
措
置
等
の
対
策
を
と
る
。

イ　
講
習
会
受
講
料
や
協
会
発
行
テ
キ
ス
ト
、
書
籍
等
の
価
格
に
つ
い
て
は
、

適
切
な
コ
ス
ト
管
理
の
も
と
、
利
用
し
や
す
い
会
員
価
格
を
設
定
す
る
。

⑵　
事
業
費
に
つ
い
て

ア　
定
期
講
習
会
は
、
引
き
続
き
３
密
に
十
分
留
意
し
た
開
催
方
式
を
採
用

し
、
定
員
減
に
よ
っ
て
受
講
で
き
な
い
希
望
者
の
た
め
に
、
開
催
回
数
増
や

会
館
内
別
室
で
の
Ｔ
Ｖ
講
習
会
の
実
施
等
の
対
策
を
進
め
る
。

イ　
非
定
期
開
催
セ
ミ
ナ
ー
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
労
働
安
全
衛
生
や
法

改
正
へ
の
迅
速
な
対
応
な
ど
、
会
員
が
求
め
る
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
、
必
要

に
応
じ
て
Ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
。

ウ　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
に
つ
い
て
は
、
新
規
竣
工
し

た
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
浜
松
町
館
の
立
地
を
活
か
し
、
協
会
と
業
界
の

社
会
的
な
地
位
向
上
の
た
め
の
催
事
と
位
置
付
け
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
い
、
多
数
の
参
加
者
来
場
を
目
指
す
。

エ　
委
員
会
活
動
を
一
層
活
発
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
委
員
会
出
席
委

員
に
対
し
て
新
た
に
謝
金
を
支
払
う
予
算
を
計
上
す
る
。

⑶　
会
館
修
繕
や
設
備
更
新
に
つ
い
て

ア　
本
年
度
に
見
直
し
し
た
中
期
修
繕
計
画
に
基
づ
く
会
館
の
修
繕
に
努
め

る
。

イ  

研
修
機
能
の
向
上
の
た
め
、
研
修
設
備
・
機
器
等
の
更
新
を
図
る
。

ウ  

感
染
症
対
策
に
必
要
な
衛
生
機
器
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
機
器
等
の
整
備
を
更
に

進
め
る
。

⑷　
管
理
費
に
つ
い
て

ア　
給
与
関
係
費
等
の
経
常
的
経
費
は
、
社
会
動
向
を
把
握
し
て
必
要
な
額

を
見
積
も
る
。

イ　
令
和
3
年
度
の
理
事
会
回
数
は
8
回
と
し
て
予
算
を
見
積
も
る
。

ウ　
そ
の
他
経
常
的
・
定
型
的
な
経
費
（
事
務
費
等
）
の
検
証
、
見
直
し
を

実
施
す
る
。

⑸　
そ
の
他

ア　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
支
援
積
立
金
を
取
り
崩
し
、
大
会
を
施
設
管
理
面
か
ら

支
え
た
各
社
の
経
験
を
今
後
に
生
か
す
た
め
の
事
業
報
告
会
、
表
彰
等
の
事

業
の
実
施
の
た
め
に
１
５
０
０
万
円
を
予
算
と
し
て
支
出
す
る
。

第108回理事会で「令和３年度予算編成方針」が承認
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代表取締役社長　因泥　孝和

代表取締役社長　田中　博行

新入会員紹介
　新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、令和 2年度定時総会の席上で入会のご紹介ができなかった、令和
元年 6月から令和 2年 5月までに当協会にご入会いただいた会員様について、毎月 3社様ごとにご紹介して
おりますので、ご一読ください。

代表取締役社長　因泥　孝和
主な業務　　ビルメンテナンス業・電気工事業・内装工事業
電話番号　　03-5459-6779
　パルコスペースシステムズは、日本の商業施設を牽引するパルコグループの一
員として空間を創造するスペースプロダクトと、その空間を安全・快適に維持管
理するビルマネジメントを基軸に、50 年以上にわたり総合空間事業に携わって参りました。
　長年の歳月のなかで蓄積されたノウハウと豊富なリソースを組み合わせ、有機的にマネジメントす
ることで、デジタライゼーションの推進、開発サポート、空間演出プロデュース、開業後のオペレーショ
ンなど、空間事業のすべてのフェーズにおいて、お客様の最良のパートナーとなり、価値あるデジタル・
アナログソリューションを提供いたします。

株式会社パルコスペースシステムズ ［令和元年 10 月　入会］正会員

代表取締役社長　田中　博行
主な業務　　環境衛生管理業務・設備管理業務
電話番号　　本社：03-5421-4311（維持管理部門：0422-55-4770）

　弊社は 1916 年（大正 5 年）、大阪の地で工作機械や放熱器等を製造する「東亜鐵工所」と
して創業しました。設立後、間もなく暖房設備、給排水衛生設備の工事部門を立ち上げ、昭和
初期に東京にやって参りました。（1967 年、現在の社名に商号変更）ビルメンテナンス業は、2002 年より業務受託を
開始し、現在は、その「維持管理部門」と、空調工事、給排水衛生工事の「設備工事部門」の 2 本柱で活動しています。
　「維持管理部門」は、主に環境衛生管理業務・設備管理業務を行い、オフィス・工場等を安全かつ快適に使用出来る
よう日々活動しております。
　今後は本協会から色々な事を学ばせて頂きたいと思っておりますので、何卒宜しくお願い申し上げます。

横河東亜工業株式会社 ［令和元年 9 月　入会］正会員

代表取締役社長　引地　俊一
主な業務　　マンション・アパートの日常清掃・定期清掃業務、植栽剪定業務
電話番号　　03-3939-7781
　弊社は東京都板橋区の成増において創業 80 年超の株式会社ナミキのグループ会
社として主にナミキが建設・管理する賃貸物件の清掃業務を行なっております。
　ナミキは心地よい生活空間を創造してお客様に感動をお届けし、お客様とともに発展していくこと
を使命としております。
　ナミキグループの一員として、オーナー様・入居者様・近隣住民の満足度向上のため、清掃品質の向上、
クレームの撲滅に今後も社員一同努めてまいります

ちゃおクリーンサービス株式会社 ［令和元年 11 月　入会］正会員

（入会月順）
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第289話
「強い要望は、身から出た錆」

左
さ と う

党　隆
たかし

「「
巨
人
と
電
撃
契
約
を
し
た
と
い
う
空
白
の
一

日
事
件
は
に
つ
い
て
は
わ
か
り
ま
し
た
が
、
こ
の

契
約
が
す
ん
な
り
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
ん
で
し
ょ
う
?
」

　

こ
こ
で
海
野
氏
が
Ｏ
氏
訊
ね
た
。

「
も
ち
ろ
ん
、
こ
ん
な
奇
を
衒て

ら

っ
た
契
約
を
セ
ン

ト
ラ
ル
・
リ
ー
グ
事
務
局
が
認
め
る
筈
が
な
い
。

即
刻
無
効
と
し
て
江
川
の
選
手
登
録
を
却
下
し
た

ん
だ
が
、
そ
れ
に
抗
議
し
た
巨
人
は
翌
日
の
ド
ラ

フ
ト
会
議
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
て
し
ま
っ
た
ん
だ

よ
」

「
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
ま
る
で
子
供
の
我
儘

み
た
い
で
滑
稽
ね
」

　

カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
、
マ
マ
が
失
笑
気
味
に
言

っ
た
。

「
そ
れ
で
ど
う
な
っ
た
ん
で
す
？
」

　

再
び
海
野
氏
が
訊
い
た
。

「
当
日
の
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
は
、
巨
人
の
抜
け
駆

け
契
約
に
抗
議
す
る
意
味
で
、
南
海
・
近
鉄
・
ロ

ッ
テ
・
阪
神
の
４
球
団
が
江
川
１
位
指
名
し
て
、

抽
選
の
結
果
、
阪
神
が
江
川
と
の
交
渉
権
を
獲
得

す
る
こ
と
に
な
る
ん
だ
が
、
そ
れ
で
も
巨
人
は
、

全
12
球
団
が
出
席
し
て
い
な
い
ド
ラ
フ
ト
会
議
は

無
効
で
あ
る
と
し
て
、
江
川
に
対
す
る
阪
神
の
交

渉
権
を
認
め
な
い
と
言
っ
た
ん
だ
。
自
ら
が
ボ
イ

コ
ッ
ト
し
て
お
き
な
が
ら
勝
手
な
言
い
分
だ
よ

ね
」

　

Ｏ
氏
が
言
う
と
、

「
奢
れ
る
巨
人
が
世
に
醜
態
を
晒
し
た
姿
は
見
る

に
堪
え
な
い
と
い
う
こ
と
だ
な
」

　

Ｍ
氏
が
吐
き
捨
て
る
よ
う
に
言
っ
た
。

「
そ
れ
で
巨
人
は
引
き
下
が
っ
た
ん
で
す
か
？
」

　

ま
た
海
野
氏
が
訊
く
。

「
否
、
こ
の
問
題
は
こ
じ
れ
に
こ
じ
れ
て
ね
。
最

終
的
に
元
銀
行
の
頭
取
だ
っ
た
金
子
鋭
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ナ
ー
の
『
強
い
要
望
』
に
よ
り
、
１
９
７
９
年

１
月
31
日
、
江
川
の
交
渉
権
を
持
つ
阪
神
と
契
約

を
結
び
、
一
旦
阪
神
に
入
団
し
た
上
で
、
同
日
中

に
巨
人
の
小
林
繁
投
手
を
相
手
と
す
る
交
換
ト
レ

ー
ド
に
よ
っ
て
巨
人
に
移
籍
す
る
こ
と
に
な
っ
た

ん
だ
よ
」

「
い
く
ら
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
強
い
要
望
と
は
言

え
、
阪
神
は
黙
っ
て
受
け
入
れ
た
ん
で
す
か
？
」

　

今
度
は
、
今
ま
で
黙
っ
て
聞
い
て
い
た
橋
野
氏

が
口
を
は
さ
ん
だ
。

「
金
子
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
が
強
い
要
望
を
公
表
し

た
時
、
各
球
団
の
実
行
委
員
も
同
意
し
て
く
れ
た

と
語
っ
て
い
た
が
、
阪
神
は
こ
れ
に
強
く
反
発
し
、

阪
神
球
団
社
長
も
、
王
貞
治
を
用
意
し
た
と
し
て

も
ト
レ
ー
ド
に
は
出
さ
な
い
と
繰
り
返
し
発
言
し

て
拒
否
の
態
度
を
崩
さ
な
か
っ
た
ん
だ
。
一
方
の

巨
人
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
裁
定
を
受
け
、
12
月

27
日
に
『
空
白
の
一
日
』
に
よ
る
江
川
と
の
契
約

を
解
除
し
た
の
で
、
阪
神
が
正
式
に
江
川
と
の
交

渉
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
だ
」

　

こ
こ
で
Ｏ
氏
は
、
空
に
な
っ
た
焼
酎
の
ロ
ッ
ク

を
尾
崎
氏
に
作
っ
て
貰
い
、
そ
れ
を
口
に
運
ん
で

か
ら
、

「
年
が
変
わ
っ
て
１
９
７
９
年
の
１
月
よ
り
、
阪

神
は
江
川
と
入
団
交
渉
を
行
っ
た
が
、
獲
得
を
希

望
す
る
阪
神
に
対
し
、
江
川
は
ト
レ
ー
ド
の
確
約

を
主
張
す
る
な
ど
し
て
交
渉
は
ま
と
ま
ら
な
か
っ

た
ん
だ
よ
。
と
こ
ろ
が
、
期
限
切
れ
の
１
９
７
９

年
１
月
31
日
、
巨
人
と
阪
神
は
、
阪
神
が
江
川
と

一
度
入
団
交
渉
を
交
わ
し
、
同
日
中
に
小
林
繁
と

の
交
換
ド
レ
ー
ド
を
す
る
と
発
表
し
た
ん
だ
。
阪

神
は
最
終
的
に
金
子
の
要
望
を
受
け
入
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
ん
だ
」

「
な
ん
と
も
腑
に
落
ち
な
い
成
り
行
き
で
す
ね
」

　

再
び
、
橋
野
氏
が
納
得
の
い
か
ぬ
顔
を
し
た
。

「
阪
神
の
小
津
社
長
は
、
江
川
と
契
約
し
た
理
由

に
つ
い
て
、『
鈴
木
会
長
が
阪
神
に
迷
惑
は
か
け

な
い
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
と
私
が
責
任
を
持
つ

と
言
っ
た
の
で
江
川
と
の
契
約
に
踏
み
切
っ
た
』

と
言
っ
て
か
ら
『
今
回
の
事
件
の
原
因
は
野
球
協

約
の
不
備
に
あ
る
』
と
の
見
解
を
示
し
た
後
、
小

津
は
連
盟
事
務
所
に
赴
き
、
江
川
の
支
配
下
選
手

の
登
録
申
請
を
行
い
、
鈴
木
会
長
は
こ
れ
を
受
理

し
、
セ
は
阪
神
・
江
川
を
公
示
し
た
後
、
大
手
町

に
あ
る
巨
人
球
団
事
務
所
を
訪
れ
、
契
約
を
結
ん

だ
江
川
と
の
ト
レ
ー
ド
交
渉
に
入
り
、
交
換
要
員

を
小
林
と
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
と
い
う
わ
け
な

ん
だ
が
、
巨
人
と
江
川
は
世
論
や
マ
ス
コ
ミ
の
激

し
い
批
判
を
受
け
た
の
は
知
る
と
こ
ろ
だ
が
、
野

球
協
約
に
違
反
す
る
開
幕
前
の
ト
レ
ー
ド
は
し
な

い
と
発
言
し
て
い
た
阪
神
の
小
津
球
団
社
長
も
強

い
批
判
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
ん
だ
よ
」

「
こ
の
江
川
問
題
は
ま
る
で
喜
劇
だ
ね
。
江
川
の

我
儘
は
確
か
に
良
く
な
い
け
れ
ど
、
江
川
も
小
林

も
ド
ラ
フ
ト
の
被
害
者
だ
ね
」

　

こ
こ
で
ま
た
Ｍ
氏
が
言
っ
た
。

「
実
は
こ
の
後
、
Ｍ
さ
ん
の
仰
る
通
り
、
喜
劇
の

オ
チ
が
つ
い
て
い
る
ん
で
す
よ
」

「
そ
れ
は
何
な
ん
で
す
か
？
」

　

海
野
氏
が
Ｏ
氏
に
顔
を
向
け
た
。

「
球
界
内
外
か
ら
江
川
と
小
林
の
野
球
協
約
違
反

と
な
る
新
人
選
手
の
開
幕
前
ト
レ
ー
ド
に
は
批
判

が
高
ま
り
、
協
約
に
則
り
ト
レ
ー
ド
は
開
幕
後
と

す
べ
き
と
の
反
対
意
見
が
出
た
こ
と
か
ら
、
２
月

８
日
の
プ
ロ
野
球
実
行
委
員
会
に
置
い
て
、
金
子

は
強
い
要
望
を
全
面
撤
回
し
、
小
林
と
江
川
の
ト

レ
ー
ド
に
つ
い
て
、
協
約
違
反
に
な
る
た
め
白
紙

撤
回
し
、
改
め
て
小
林
の
阪
神
へ
の
移
籍
は
認
め
、

江
川
の
移
籍
は
開
幕
日
ま
で
凍
結
す
る
こ
と
に
し
、

巨
人
か
ら
は
長
谷
川
代
表
が
一
連
の
騒
動
を
謝
罪
、

江
川
の
公
式
戦
出
場
は
開
幕
か
ら
２
か
月
自
粛
す

る
こ
と
と
し
、
金
子
は
騒
動
の
責
任
を
取
り
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ナ
ー
を
辞
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
だ

よ
」

「
金
子
の
強
い
要
望
は
、
身
か
ら
出
た
錆
び
と
な

っ
た
わ
け
だ
」
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コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
の
東

京
追
加
が
や
っ
と
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
こ
で
私

が
月
最
初
の
土
日
に
行
っ
た
場
所
が
富
士
山
本

宮
浅
間
大
社
で
あ
る
。
富
士
山
、
三
保
の
松
原

と
と
も
に
世
界
文
化
遺
産
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。

　

出
発
前
夜
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
で
は
な
く
抗
体
検
査
だ

け
念
の
た
め
近
所
の
医
院
で
受
け
る
。
１
日
目

学
は
ス
タ
ー
ト
。
地
下
27
メ
ー
ト
ル
か
ら
汲
み

上
げ
る
富
士
山
の
積
雪
等
か
ら
流
れ
出
た
『
伏

流
水
』
を
用
い
た
製
造
工
程
を
見
せ
て
も
ら
っ

た
。
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
と
い
っ
た

金
属
イ
オ
ン
が
少
な
い
軟
水
で
あ
る
た
め
、
ア

ル
コ
ー
ル
を
作
り
出
す
麹
菌
の
活
動
に
良
い
硬

水
と
比
べ
て
比
較
的
甘
口
の
酒
に
向
い
て
い
る
。

大
手
会
社
の
中
に
は
空
調
で
低
温
環
境
を
作
っ

て
い
る
が
う
ち
は
大
手
で
は
な
い
の
で
寒
い
時

期
に
仕
込
む
や
り
方
で
あ
る
と
紹
介
し
て
い
た
。

　

こ
こ
は
職
人
（
杜
氏
さ
ん
）
の
熟
練
と
重
労

働
が
伴
う
山
廃
（
や
ま
は
い
）
と
呼
ば
れ
る
仕

込
法
の
日
本
酒
を
メ
イ
ン
に
し
て
い
る
。
が
、

昨
今
の
コ
ロ
ナ
拡
大
で
醸
造
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ

る
消
毒
薬
も
製
造
販
売
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

法
規
制
の
関
係
で
出
来
な
か
っ
た
よ
う
で
消
毒

は
沼
津
市
内
で
観
光
し
、
２
日
目
に
Ｊ
Ｒ
富
士

駅
か
ら
身
延
線
で
北
上
、
富
士
宮
駅
で
降
り
る
。

早
速
参
拝
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
本
殿
の

北
西
側
に
社
屋
が
あ
る
富
士
高
砂
酒
造
で
先
に

酒
蔵
見
学
を
し
た
。

　

創
業
者
は
江
戸
期
近
江
日
野
（
現
在
の
滋
賀

県
南
東
部
）
の
商
人
初
代
山
中
正
吉
翁
。
大
昔
、

富
士
山
を
作
っ
た
神
々
は
多
量
の
土
を
近
江
か

ら
運
ん
だ
と
い
い
、
そ
の
く
ぼ
み
が
水

を
溜
め
て
琵
琶
湖
に
な
っ
た
と
い
う
伝

説
が
あ
る
。
そ
れ
を
意
識
し
た
の
だ
ろ

う
か
（『
富
士
山
史
話
と
伝
説
』
遠
藤
秀

男
著
、
名
著
出
版
及
び
寺
田
書
店
よ
り
）。

又
創
業
し
た
天
保
年
間
は
飢
饉
等
の
災

禍
が
続
い
た
こ
と
も
あ
り
、
あ
え
て
『
高

砂
』
と
い
う
婚
礼
の
謡
曲
に
使
う
め
で

た
い
言
葉
を
ブ
ラ
ン
ド
名
に
し
た
そ
う

で
あ
る
。

　

さ
て
、
案
内
係
の
方
の
リ
ー
ド
で
見

読　者

投　稿  

富
士
の
恵
み
で

感
染
症
対
策

富士高砂酒造社屋

富士宮市

文
・
写
真
：
上
原
　
毅
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薬
不
足
に
よ
り
政
策
が
変
わ
り
飲
用
可
能
な
高

濃
度
ア
ル
コ
ー
ル
と
飲
用
不
可
の
表
示
が
あ
る

酒
税
を
課
さ
な
い
消
毒
薬
を
置
く
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
故
に
早
速
買
い
求
め
る
。
火
気
厳
禁

品
だ
が
小
さ
な
容
器
に
入
っ
て
い
て
社
屋
隣
の

『
和
田
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
』
で
も
使
っ
て
い
る
と

の
こ
と
。
今
後
い
ろ
ん
な
種
類
の
感
染
症
に
備

え
ら
れ
る
携
帯
用
消
毒
薬
と
し
て
お
す
す
め
出

来
る
。

　

最
後
に
利
き
酒
を
し
て
そ
の
場
を
後
に
し
、

西
鳥
居
か
ら
大
社
に
入
る
。
本
殿
に
は
や
は
り

富
士
高
砂
酒
造
の
樽
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
振

り
返
っ
て
み
る
と
２
０
２
０
年
は
マ
ス
ク
、
水

回
り
で
使
う
紙
、
液
体
石
鹸
、
そ
し
て
前
述
の

消
毒
薬
が
不
足
し
た
。
様
々
な
施
設
で
は
盗
難

を
恐
れ
て
容
器
に
持
ち
出
し
禁
止
の
表
示
が

有
っ
た
り
頑
丈
な
紐
や
金
具
で
固
定
さ
れ
て
い

る
の
が
当
た
り
前
に
な
っ
た
。

　

富
士
山
は
過
去
に
噴
火
に
よ
る
降
灰
被
害
を

何
度
か
も
た
ら
し
て
き
た
山
で
あ
る
。
そ
し
て

祭
神
で
あ
り
『
か
ぐ
や
姫
』
の
モ
デ
ル
と
も
い

わ
れ
る
女
神
コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
が
山
の

神
を
鎮
め
慰
め
る
為
に
こ
の
大
社
が
建
て
ら
れ

た
と
い
う
。
そ
こ
で
今
回
は
火
山
灰
よ
り
も
小

さ
な
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
せ
め
て
こ
れ
以
上
猛
威

を
奮
わ
ぬ
よ
う
手
を
合
わ
せ
て
祈
っ
た
。

高砂飴

浅間大社拝殿正面

大社御殿に奉納されている酒樽

醸造アルコールによる消毒薬代用品

『富士山・史話と伝説』
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体
力
維
持
向
上
、
ケ
ガ
予
防
に
は
、
運
動
の
種
類
の

「
有
酸
素
運
動
」
「
筋
ト
レ
」
「
ス
ト
レ
ッ
チ
」
の
３

つ
が
、
年
齢
問
わ
ず
必
須
で
す
。

　
今
回
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
系
の
Y
O
G
A
を
ベ
ー
ス
に

呼
吸
法
と
ポ
ー
ズ
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
一
緒
に
動
い

て
み
ま
し
ょ
う
！

座法について

初心者・膝痛の方へおススメの座法で！

　

Y
O
G
A
は
5
0
0
0
年
前
の
イ
ン
ド
発
祥
の
健
康

法
で
72
門
の
流
派
が
あ
り
ま
す
。

　

語
源
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
「
ユ
ジ
ュ
」
に
由
来

す
る
「
結
ぶ
」
「
つ
な
ぐ
」
の
意
味
を
持
ち
「
心
と
体

を
結
び
つ
け
る
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
合
い
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
は
「
Y
O
G
A
」
の
「
O
」

を
長
母
音
で
発
音
す
る
こ
と
か
ら
ヨ
ガ
で
な
く
「
ヨ
ー

ガ
」
と
発
音
さ
れ
る
の
が
正
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
や
世
界
中
の
老
若
男
女
に
研
鑽
さ
れ
親
し
ま
れ
て

い
る
Y
O
G
A
の
知
識
と
し
て
、
８
つ
の
部
門
が
あ
り

ま
す
、
そ
の
中
の
「
ア
ー
サ
ナ
（
ポ
ー
ズ
）
」
「
プ

ラ
ー
ナ
ー
ヤ
ー
マ
（
呼
吸
法
）
」
「
デ
ィ
ヤ
ー
ナ
（
瞑

想
法
）
」
か
ら
実
践
す
る
と
良
い
で
す
。

座法はアーサナの基本、より質の高い呼吸､瞑想を行うために、正しい
座り方を身につけましょう。
背筋をまっすぐ伸ばし、上半身が前後左右に傾かないようにする。
腰は丸めすぎず、胸を開き、肩の力を抜き、あごを引いて、うなじを伸
ばす。顔や口の緊張を緩め、舌先は上あごに軽くつけ、目は半眼または
閉眼にして気持ちを整える。

緊張感から解放される座法。片脚を山型に
曲げて、もう一方の脚は膝を横に割り、か
かとを骨盤底に引き寄せ､両手を組んです
ねにそえる。あごを引いて、肩の力を抜き、
背筋を伸ばす。

「安楽座」よりもさらに楽な座法で非常に
リラックスできる。「安楽座」から、前に
ある足を20cm程さらに前に出して、腰を後
ろに軽く引いて、膝をゆるめる。胸を開き、
開放感を味わいながら腰を伸ばす。

両膝を曲げて、両かかとが体の中心線でそ
ろうように、骨盤底に引き寄せる。左右ど
ちらのかかとを先に引き寄せても構わない。

休息座

ターラ菩
ぼ

薩
さつ

座
ざ

安楽座

Let’s
try

Y
O
G
A
の
呼
吸
法
と

瞑
想
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

～
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
る
技
～

明日のための
健 康 習 慣

監修

Vol.01

有）フィールド / 取締役
健康体力づくり事業財団 /
健康運動指導士
インド Shivalayaa Yoga Shala/
全米 TTC200

協力
（公財）健康・体力づくり事業財団

山田多佳子先生
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呼吸法について

音
楽
も
合
わ
せ
て
！

ワンポイントアドバイス！

ポイント

ポイント

特に鎮める（落ち着かせる）呼吸法

初心者の方へおススメの呼吸法

　

「
音
楽
」
の
「
楽
」
に
草

冠
を
付
け
る
と
「
薬
」
と
な

り
ま
す
。

　

服
用
す
る
薬
で
は
な
い
リ

ラ
ッ
ク
ス
系
や
ご
自
分
の
好

き
な
曲
を
聴
き
な
が
ら
、
気

持
ち
を
更
に
楽
に
し
な
が
ら

呼
吸
法
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ト
レ
ス
解
消
で
安
眠
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
は
健
康
寿
命

に
繋
が
る
で
し
ょ
う
。

｢冷気、冷却を意味する呼吸法。舌をストローのように丸め、涼しい空
気を作り出して、脳や神経組織を鎮める。夏の暑い季節に、体を冷や
して喉の渇きを潤すのに効果的。

意識を腹部におきながら、呼吸のリズムとともに心を穏やかにする基
本の呼吸法。吐く息でなめらかで温かいエネルギーを、吸う息で新鮮
でさわやかなエネルギーを感じる。

①舌を管のように細くすぼめて、唇から外に突きだし、静かに息を吸い込む。
②充分に吸ったら、舌を戻して口を閉じ、苦しくならない程度に息を止め、
　鼻から静かに吐き出す（初心者は10回程度にとどめる）

①吐きながらへそをゆっくりへこませ、肺を小さくしながら十分吐き出す。
②すぐに吸わずに軽く息を止め、心が落ち着くのを感じて吸っていく。
③吸うときは、自然に酸素が送られるのに任せ、へそを広げるようにお腹を
　ゆるめる。手を腹部にあてると意識しやすい

シータリー呼吸法

腹式呼吸法

ポーズで体を、瞑想で心を整える中で、呼吸はその2つをつなぎとめる
大事な要。心と体を調和する呼吸法を押さえていきましょう。
YOGAの呼吸法の種類はたくさんあり、鼻呼吸をベースにしています。
これは鼻には鼻毛（フィルター）があるので、汚れたものが体内に入り
難く、ゆっくりとした呼吸でリラックス出来るからです。

呼吸法（プラーナーヤーマ）とは？
プラーナーヤーマの本来の意味は「生命エネルギーを制御（コントロール）
する」ということ。つまり単に空気の出し入れの方法ではなく、体内のエネ
ルギーバランスを呼吸によって調整することが本来の目的です。

　
本
コ
ー
ナ
ー
は
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
に
関
わ

る
従
事
者
や
管
理
者
に
対
し
、
労
働
災
害
防
止
の

た
め
の
労
務
管
理
を
促
進
す
る
た
め
、
今
月
号
よ

り
不
定
期
連
載
と
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
日
々
の
ご
自
身
の
健
康
管
理
や
自
社
従
業
員
へ

の
健
康
啓
発
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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環境関連情報

３Ｅエネルギー
エコノミー
エコロジー

レポート
情報提供

No.37

一般社団法人資源エネルギー研究協会は、国がおこなう省エネ
相談の窓口として認定されました。
無料診断からよろず相談をさせて
頂きます、お気軽にお声掛け下さい。
必ずやご期待にお応え致します。

●新型コロナ流行後、約 4 割が「環境問題」
に前向きな変化　旭硝子財団が調査

　旭硝子財団は、「第 1 回日本人の環境危機意識調査」の結果
を発表し、新型コロナウイルス感染症の流行後、43％が食品ロ
ス削減や省エネなどの「環境問題への意識や行動に前向きな変
化があった」と回答したことが分かった。一方、約 22％が「家
庭ごみが増えた」「使用電力量が増えた」と回答した。また、
2020 年 7 月のレジ袋有料後、74.3％が環境問題への意識や行
動に変化があったと回答。「変化」の内容を聞いたところ、最も
多かったのは「マイバッグを持ち歩くようになった」（60.7％）で、
全体の約 6 割となった。「レジ袋の非有料店舗でも断る」（23.4
％）、「ごみの分別を意識するにようになった」（13.9％）、「マイ
ボトルを持参するようになった」（12.7％）などがあげられる。
　環境問題の意識や行動が進んでいる国は、1 位 「日本」、2 位

「スウェーデン」、3 位「オーストラリア」1 位に日本を選んだ
理由は、「ごみの分別ができている」「レジ袋が有料になった」
などの回答が多く見られた。

●平成31年度 家庭部門のCO2排出実態
統計調査の結果（速報値）

　環境省は、３回目となる平成 31 年度 ( 令和元年度 ) の
調査結果（速報値）を取りまとめた。調査結果の１つであ
る世帯あたりの年間 CO2 排出量は、2.80 t-CO2 で、前年
度比 3.4％減だった。この調査では、照明、給湯器、冷蔵
庫等の機器の使用状況についても調査している。それらと
CO2 排出量との詳細な要因分析は確報値
において行う予定だ。電気の使用による
CO2 排出量がエネルギー種別で最大の
67.1％を占めている。
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な ん で も  相 談 コ ー ナ ー

　令和２年度分の年末調整で適用される主な変更
項目は次のとおりです。

1．給与所得控除に関する改正
　給与所得控除額が一律 10 万円引き下げになりま
す。
　これにより給与所得控除額は最低 65 万円が 55
万円になります。また、上限額が適用される給与
等の収入金額が 850 万円（改正前 1,000 万円）と
なったため給与所得控除額の上限は 195 万円（改
正前 220 万円）となります。

2．基礎控除額の改正
　基礎控除額について、控除額を一律 10 万円引き
上げになります。
　一方で、合計所得金額が 2,400 万円超 2,450 万
円以下の場合には 32 万円、合計所得金額が 2,450
万円超 2,500 万円以下の場合には 16 万円となり合
計所得金額が 2,500 万円超の個人については基礎
控除額は 0 円となります。

3．所得金額調整控除の創設
　その年の給与等の金額が 850 万円を超える居住
者が次のイ、ロ、ハに該当する場合には 15 万円を
限度として下記計算式の金額が給与所得の金額か
ら控除されます。
　上乗せで控除される金額 =（給与等の収入金額

（1000 万円上限）－ 850 万円）× 10%

イ .�その者が特別障害者に該当する場合
ロ .�年齢 23歳未満の扶養親族を有する場合
ハ .�特別障害者である同一生計配偶者または扶養親
族がある場合

4．所得控除を受けるための扶養親族等の合計所得
金額等の改正

① 1 扶養親族の範囲について、勤労学生の合計
所得金額要件を 75 万円以下（改正前 65 万円
以下）に引き上げます。

②同一生計配偶者および扶養親族の合計所得金
額要件を 48 万円以下（改正前 38 万円以下）
に引き上げます。

③源泉控除対象配偶者の合計所得金額要件を 95
万円以下（改正前 85 万円以下）に引き上げま
す。

④配偶者特別控除の対象となる配偶者の合計所
得要件を 48 万円超 133 万円以下（改正前 38
万円超 123 万円以下）に引き上げます。

5．未婚のひとり親に対する税制上の措置
①婚姻歴や性別にかかわらず、生計を一にする

子（総所得金額が 48 万円以下）を有する単
身者について同一の「ひとり親控除」（控除額
35 万円）を適用します。

要件イ . その人と生計を一にする子がいること
要件ロ . その人の合計所得金額が 500万円以下
　　　　（給与収入 678万円以下）であること
要件ハ . 事実上の婚姻関係と同様の事情にあると
　　　　認められる人がいないこと

6．寡婦（寡夫）控除の見直し
　上記ひとり親以外の寡婦については引き続き 27
万円が控除されます。

要件イ . 夫と離婚か死別をして再婚していない
　　　  （または夫の生死が不明）
要件ロ . 合計所得金額が 500万円以下
要件ハ . 扶養親族がいる

（参考）�令和 2年度税制改正（財務省）、令和 2
年度所得税改正のあらまし（国税庁）

チェック！“年末調整”
昨年と変わった点

文：相談員　税理士 石井 泰幸
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12
2020

月 講習会カレンダー
問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時頃

日 月 火 水 木 金 土
29 30 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 1 2

◉設備管理
　責任者
　養成講習

◉現任業務別
　教育（1号）

講習

◉空気調和と
　空気線図の
　応用

◉再発防止対策
講座

◉現任業務別
　教育（2号）

講習

◉現任業務別
　教育（1号）

講習

◉消防用設備の
基礎知識

◉現任業務別
　教育（1号）

講習

事務局仕事納め

◉再発防止対策
講座

2月分講習会
情報公開日(HP)

１
．
講
習
会
の
開
催
中
止
、
延
期
に

つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

伴
い
、
今
後
の
講
習
会
に
つ
い
て
急
遽
中

止
・
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
際
に
は
速
や
か
に
皆
様
に
ご
連
絡

致
し
ま
す
。
事
前
に
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２
．
講
習
会
の
申
込
方
法
に
つ
い
て

　
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
各
講
習
会
の

ペ
ー
ジ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
専
用
申
込
フ
ォ
ー

ム
を
申
込
開
始
時
に
掲
載
い
た
し
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
わ
る

講
習
会
対
応
に
つ
い
て

◉新任警備員教育
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1
2021

月 講習会カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
27 28 29 30 31 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

 24 25 26 27 28 29 30

問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時頃

31

事務局仕事始め

◉シーケンスの
読み方と実習

◉再発防止対策
講座

◉現任基本教育
講習

◉再発防止対策
講座

◉空調設備の
　自動制御

◉現任基本教育
講習

◉リスク
　アセスメント

講習

3月分講習会
情報公開日(HP)

３
．
受
講
さ
れ
る
皆
様
へ
の
お
願
い 

●�

咳
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方

は
、
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

●��

感
染
症
予
防
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
た

め
、
会
場
に
マ
ス
ク
を
ご
持
参
、
ご

着
用
く
だ
さ
い
。

●��

会
場
で
は
、
手
洗
い
や
消
毒
液
を
使

用
す
る
な
ど
一
般
的
な
感
染
症
対
策

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　　
な
お
、
体
調
不
良
、
発
熱
な
ど
の
症
状

が
あ
る
方
は
、
日
程
等
の
変
更
も
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◉新任警備員教育

◉低圧電気取扱者安全衛生特別教育

◉第一種衛生管理者試験対策講座
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詳細は当協会事務局（03-3805-7555)　小林、松丸までご連絡ください

賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。
奮ってご応募ください。

▲

おすすめ
製      品
コーナー ecommended roducts

※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

製品情報募集（掲載料無料）

業務用 手押し式床洗浄機（バッテリー式）

ケルヒャー ジャパン株式会社　Tel : 045-777-7410　HP : https://www.kaercher.com/jp/

床洗浄機 BR 45/22 C Bp

製品動画はこちら

車を運転する感覚のスムーズな操作性と
コンパクトなのに高い洗浄力のバッテリー式床洗浄機
「清掃幅 45cm と、床洗浄機市場で需要の高い17インチクラス

相当の手押し式床洗浄機です。当社独自のハンドル操作システム

（KART）の搭載によって、自動車を運転するようにスムーズな操作

が可能です。ブラシヘッドは左右200度回転し、小回りが利くため、

狭い場所や壁際もストレスなく洗浄できます。ブラシヘッドにキャ

スターが収納されているため移動も作業もしやすく、ハンドルもた

ためるのでコンパクトに収納できます。また、汚水タンクが取り外

し可能のため作業後の洗浄がしやすく、使用者の作業負担を減ら

します。主な清掃シーンとして、学校や商業施設、オフィスビルディ

ング、スーパーなどにおける日常的な床洗浄を可能にします。」

仕様（機種名　BR 45/22 C Bp）

動力（バッテリー） 25.2V  2 × 21Ah
作業幅　洗浄 ／ 吸引（mm） 450 / 500
タンク容量　洗浄水／ 汚水（L ） 22 / 22
清掃能力※ 4（m2/h） 1,800
ブラシ面圧※ 5（g/cm2） 150
ブラシ回転数（rpm） 750 - 1,050
質量バッテリー込（kg） 55
寸法長さ×幅×高さ（mm） 780 × 530 × 1,080
記載の仕様・外観は予告なく変更する場合がございます。　　　　　　　　※ 4）作業速度 4km/h　※ 5）4段階に調整可能
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編
集
後
記

10
月
22
日

 

【
そ
の
他
団
体
】

 

・
会
員
名
簿�
（（
公
社
）全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
）

 

・
第
22
回
不
動
産
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア

�

（
㈱
ビ
ル
経
営
研
究
所
）

 

・
事
業
承
継
で
お
悩
み
の
方
へ
（
経
済
産
業
省
）

11
月
5
日

【
協　

会
】

 

・
広
報
誌
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
」

�

（
2
0
2
0
年
11
月
号
）

 

・
「
令
和
３
年
新
年
賀
詞
交
歓
会
」
の
中
止
の
ご
案
内

 

・
再
発
防
止
対
策
講
座 

開
催
の
ご
案
内

 

・
第
52
回 

東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会�

特
別
招
待
募
集
の
ご

案
内

【
そ
の
他
団
体
】

 

・
2
0
2
0
年
協
会
事
業
説
明
会　

�

（（
公
社
）全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
）

 

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
の
ス
ス
メ
（
東
京
都
環
境
局
）

訂
正
と
お
詫
び

　

11
月
号
特
集
記
事
「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
「
働
き
方

改
革
」
セ
ミ
ナ
ー
」
に
お
い
て
、
内
容
に
一
部
訂
正
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
訂
正
し
た
デ
ー
タ
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
毎
年
恒
例
の
第
14
回
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
の
お
手
伝
い
を
し

ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
未
来
の
お
そ
う
じ 

～
き
れ
い
に
し

よ
う
、
私
た
ち
の
環
境
を
～
」
で
す
。
参
加
者
は
幼

児
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
、
今
年
も
多
く
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
す
る
の
は
と
て
も
楽
し
み
な

反
面
、
一
生
懸
命
に
描
い
た
絵
を
審
査
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
ち
ょ
っ
と
し
た
辛
さ
も
あ
り
ま
す
。

　

幼
児
の
部
よ
り
一
枚
一
枚
審
査
し
ま
す
。
ま
だ
、

ペ
ン
を
持
つ
の
も
ま
ま
な
ら
な
い
子
が
描
い
た
絵
か

ら
構
図
が
形
に
な
っ
て
き
て
い
る
絵
ま
で
、
先
生
や

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
描
い
た
の
か
な
と
想
像
で
き
ま

す
。
１
年
か
ら
２
年
生
の
部
に
な
る
と
し
っ
か
り
と

し
た
筆
遣
い
で
、
み
ん
な
思
い
思
い
の
絵
を
描
い
て

い
ま
す
。
３
年
か
ら
４
年
生
に
な
る
と
大
人
顔
負
け

の
絵
が
で
て
き
ま
す
、
そ
れ
と
同
時
に
発
想
力
も
凄

く
、
本
当
に
未

来
の
掃
除
は
絵

の
よ
う
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

最
後
は
５
年

か
ら
６
年
生
、

絵
の
描
写
や
タ

ッ
チ
も
含
め
大

人
が
描
い
た
の

か
と
思
う
も
の

が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
広
報
委
員
会
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
こ
の
よ
う
に
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
の
機

会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
こ
ど
も
た
ち
の
一
生
懸

命
に
描
い
た
絵
を
見
る
と
何
か
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち

に
な
り
、
未
来
が
と
て
も
楽
し
み
に
な
り
ま
す
。

（
株
）
サ
ン
シ
ン　

中
嶋 

徹
治
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告　知　板 2020.12　Vol.576

社　　　名 協会登録代表者名 郵便番号 所　　　　　在　　　　　地 電話番号 FAX 番号
（赤色の太字部分が変更になった箇所)

（代表者名変更）

㈱サービスエース 伊丹　智典 2 0 6 - 0 0 4 1 多摩市愛宕4-19-5　SAセンタービル2F 042-372-7325 042-338-1980
東京シティーサービス㈱ 石上　豊 1 0 4 - 0 0 3 2 中央区八丁堀2-29-11

キューアス八丁堀第二ビル8F
3551 -6971 3551 -6973

㈱ニック 栗林　徹 1 7 3 - 0 0 2 3 板橋区大山町7-4 3958 -3991 3530 -1798
日生㈱ 古関　啓太郎 1 0 3 - 0 0 1 3 中央区日本橋人形町3-6-7　

人形町共同ビル2F
3664 -1596 3669 -2006

富士ファシリティサービス㈱ 鹿野　太一 1 0 5 - 0 0 0 1 港区虎ノ門4-3-20　神谷町MTビル2F 6848 -8270 6689 -2226

（入会）

㈱センチュリオン
　ファシリティーズ

中川　洋児 110-0008 台東区池之端1-1-1 5846-3820 5846-3830

㈱ライフポート西洋 平塚　一之 102-0074 千代田区九段南2-4-16 3221-9521 3221-9522

年末年始の休業のお知らせ

12月29日（火）〜1月3日（日）
■東京ビルメンテナンス協会の休業期間

　当協会事務局は、例年どおり、12月29日（火）〜1月3日（日）の間、休
業いたします。
　皆様には、この期間、ご不便をおかけいたしますが、何とぞご理解とご協
力をお願い申し上げます。

公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会の

入会希望会社をご紹介ください

TEL.03（3805）7555
■お問い合わせ先
　公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会　事務局（担当：森、内山）

当協会にご入会いただくと、同時に全国ビルメンテナンス協会の会員となり、双方のサービスをご利用いただけます。
特典１：公益社団法人の会員であることの証明
特典２：講習会・研修会への受講割引・無料参加
特典３：業務・技術・法令などの業界最新情報の提供

特典４：協会主催催事への参加による会員交流
特典５：ビルメンテナンス会館の施設の利用割引

情報提供、人材育成、交流活動……会員特典あります。



従業員
承継

第三者
承継M＆A支援の経

験が豊富な専門
家が、

従業員承継・第
三者承継（M＆

A）に関する

アドバイスを無
料で行っていま

す。

アドバイザーには経験豊富な専門スタッフを揃えています！

◆ 従業員承継・第三者承継（M＆A）を検討しているが、
　 譲渡できる可能性はあるのか

◆ 第三者承継（M＆A）を行う際、自社の評価額はどのような考え方になるのか

◆ 第三者承継（M＆A）に取り組む際には、どのような点が課題になりそうか

◆ 当事者同士で会社（事業）の売買の話を進めているが、
　 進め方や手続きについてアドバイスが欲しい

◆ 他の企業を買収したいが、どのように取り組めばよいか

東京都事業引継ぎ 検 索　http://www.jigyo-hikitsugi.jp/

東京都事業引継ぎ支援センター　千代田区丸の内 3－2－2丸の内二重橋ビル６Ｆ

東京都事業引継ぎ支援センターは、「産業競争力強化法」に基づき、東京商工会議所が経済産業省関東経済産業局から委託を受けて実施している事業です。

パソコン・スマートフォンからのご連絡

 03-3283-7556

ご相談は、以下のいずれかの方法でお申込み頂けます（事前予約制）

（裏面の相談申込書を利用）
ＦＡＸでのお申込み

http://www.jigyo-hikitsugi.jp/contact/

例えば

事業承継で
お悩みの方へ

無 料
（秘密厳守）

スマートフォンで
簡単アクセス

公平中立な立場からの客観的なアドバイス（セカンドオピニオン）

お電話でのご連絡　  03-3283-7555　平日ＡＭ9：00 ～ ＰＭ5：00

ホームページのお問い合わせフォーム

詳しくはホームページでご覧いただけます。

後継者不在
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